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は じ め に

ねんりんピックおいでませ！山口 2015

参加選手体験談集の刊行にあたって

　第 28 回全国健康福祉祭やまぐち大会（ねんりんピックおいでませ！山口 2015）
は、「おいでませ！ 元気な笑顔 ゆめ舞台」をテーマに、関係機関や関係団体、ボ
ランティアの皆様など、多くの方からのご支援・ご協力のもと、2015 年 10 月 17
日から 10 月 20 日までの４日間にわたって開催されました。
　大会では、25 種目のスポーツ・文化の交流大会、健康・福祉・生きがいに関
する多彩なイベントが開催され、開催期間を通じ、延べ約 54 万人の方が参加し
ました。また、大会史上初めて県下の全市町村で交流大会が開催され、全国か
ら約１万人の選手や役員らが参加する盛大な大会となりました。
　このたび、大会の様子、選手の姿をより多くの人に知っていただくために、参
加選手の大会での出来事や思い出をまとめた体験談集を作成しました。
　体験談から伝わってくる選手のはつらつとした様子に、健康長寿や生きがいの
大切さを改めて考えさせられます。皆さんにもぜひ読んでいただき、ねんりんピッ
クで輝くシニアの素晴らしさを知っていただきたいと思います。
　なお、体験談の募集にあたっては、各都道府県・政令指定都市の選手派遣団
体に多大なるご協力をいただきました。ここに記して御礼申し上げます。
　終わりに、ねんりんピックおいでませ！山口 2015 に参加された選手の方々、
開催に尽力された山口県庁をはじめ関係者各位、心温まるおもてなしをしていた
だいた県民の皆様、協賛いただきました企業・団体に心から感謝申し上げ、刊行
の言葉といたします。

2016 年 3 月

一般財団法人 長寿社会開発センター
　理事長　河 村 博 江
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私の生きがい—世界マスターズへの出場を夢見て
　私は小さい頃から体が弱く、体育系が嫌いで
した。家の中で本を読んだり、編物をしている
ほうが好きでした。
　大人になり、子どもたちもみな家を離れ一人
になったとき、家の近くにスポーツジムができ
たのです。健康のためにと思い、早速入会しま
した。生まれて初めての水泳、怖くて苦しくて、
何度かやめようと思いました。それでもやっと
息つぎができ、25 ｍ泳いだときはみんなに拍
手され、涙が出るほどうれしかったのが思い出
されます。
　いつからか泳ぐのが楽しくなり、毎日通うよ
うになって、正面な泳ぎができてきたかなと
思っていたとき、ねんりんピック広島大会出場
のお誘いを受けました。大会などには参加した
ことがなかったので、とても不安でした
が、コーチのアドバイスで「よし！ 体
験してみよう」と思い参加しました。
　大会での泳ぎやタイムのことは全然わ
からず、気にもせず、その後の平和記念
公園、原爆ドーム、安芸の宮島などの観
光に楽しく参加させていただきました。
たくさんの体験をして、とてもいい勉強
になったあのときの感動は忘れられませ
ん。それから何回か各地の大会に出るよ
うになりましたが、その都度、反省ばか
りです。本当にまだまだ経験不足なので、
もっともっと努力しなければと、痛感し
ています。
　水泳の他には「フォークダンス」も続
けていて、ポーランドまで研修に行った
こともあります。本場の踊りを教えても

らい、お礼に日本の民謡を手ほどきし、友交を
深め、お互いに喜びあい、その後はおきまりの
観光です。アウシュビッツの痛ましい現場。ショ
パンの生家なども見学し、心にしみることばか
りがいつまでも目に焼きついています。
　ダンスのために足腰を鍛え、水泳のためには
ダンスのリズムを大事にしようと思っていま
す。でも、今は水泳が一番大好きになり、ずっ
と続けていこうと思っています。私には誰にも
言えない密かな夢があります。それは、2017
年の「世界マスターズ水泳選手権大会」に参加
すること。応援と観光だけでも結構ですから、
との案内もいただいているので、まずは応援だ
けでも参加しようと、健康に留意しながら、毎
日しっかり練習していこうと思っています。
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さん　80 歳　　● 参加歴：５回目

● 北海道・東北　岩手県

水 泳 　背泳ぎ 50m、背泳ぎ 25m

今大会では背泳ぎに出場。50mで１位、25mで２位に輝いた。（右端）
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輝くレジェンド、90 代大先輩との対戦で大いに触発
　ラグビーワールドカップ 2015 での日本代表
の活躍が大きく報道されるなかで参加すること
ができ、やまぐち大会は特別な思いのある大会
となりました。また、いしかわ大会以来の５年
ぶりの参加で、気持ちが高ぶりました。
　ラグビーは開催県により実施するか否かを決
めるため、他の種目と異なり、毎年実施すると
は限りません。山口県での実施の朗報を受けた
ときの喜びは特別でした。以来、参加体制の整
備、選手の強化意識の醸成などに腐心しました。
参加できることだけに満足せず、目標に向かっ
て努力精進するプロセスを大事にしようと心が
けました。各人の日々の努力はもちろん、チー
ムとしてのまとまり、戦術の向上など、県内外
の各種大会を通して高めていきました。ラグ
ビーの合言葉「One for all, All for one」の実
践でもありました。仲間のために自分は何をす
べきか、何ができるかを常に考え行動すること
を求めました。
　今大会においては、その成果がよく表れたと
思っています。第１日目は、地元山口県チーム
との対戦でした。初日の第
１試合とあって、緊張のな
か、旅の疲れが抜けぬまま
の試合となりましたが、地
元の応援をはねのけ 13 対
５で勝利。２日目は強敵大
阪府チームとの対戦。層の
厚い、大都市チームとの対
戦とあって気を引き締め頑
張りました。苦戦を強いら
れましたが奮戦健闘し、22

対０で勝利しました。２戦２勝に湧きましたが、
勝利の源は日頃のたゆまぬ努力と、活動を支え
協力していただいた多くの人々のお陰であると
感謝しています。
　大阪府チームとの対戦では特筆すべきことが
ありました。ラグビー競技においては試合中の
事故、傷害防止や選手の意識高揚のため、年代
別に着用パンツの色を定めています。40 代は
白、50 代は黒・紺、60 代は赤、70 代は黄、80
代は紫、90 代は金。今回、大阪府チームに金
色パンツの選手が出場しているのには驚きまし
た。それも、スクラムの第１列の真ん中（フッ
カー）のポジションで頑張っていました。
　試合前、両チームとレフェリーで、安全のため、
金色パンツへのタックルはホールド（止める、押さ
える）にすることを確認しあいました。金色の大先
輩は輝いていましたし、レジェンドとプレーで
きたことを誇りに思いました。今後、先輩を鏡
として生涯にわたって、ねんりんピック出場を
目標に、健康で、仲間とともに大好きなラグビー
を友にして頑張っていきたいと思っています。
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● 北海道・東北　岩手県

ラグビーフットボール

最高齢 90 代の金色パンツに続く紫パンツで奮闘する筆者。（中央）
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夫婦で、チームで、他県の方々とで分かち合う感動
　ねんりんピックへの初参加は、東日本大震災
翌年の 2012 年に開催された「宮城・仙台大会」
でした。主催県の重荷を感じながらゼッケンを
コールされ、観衆の方々から背中を押されるよ
うな大声援の中、結果は団体戦準優勝、そして
個人戦ルンバ・チャチャチャともに準優勝の成
績を残すことができました。選手一同、観衆の
皆様と陰で支えてくださったスタッフの方々に

「ありがとうございました」と感謝の意を表し、
大いに感激した記憶が思い出されます。
　今回、３年越しに選手に選抜され、私にとっ
ては異国の地であり、明治維新の立て役者の
育った地でもある山口に立ち、ペアを組んで
13 年の妻とともに感動の連続を味わいました。
　大会前日の夕食は、各県の選手たちと同室で
の会食です。最初はなかなか話し掛けられずに
いましたが、やがて練習でひときわ目立った踊
りをしていた静岡のある選手から話しかけら
れ、ダンスの話題で盛り上がり、定年退職後の
第二の人生を社交ダンスで花咲かせている話を
聞き、共鳴するばかりでした。
　大会当日の会場には、衣装・髪形・化粧のい
ずれもが還暦を過ぎても年齢を感じさせない立
ち姿ばかり。その華麗な踊りに圧倒されながら
も、チャチャチャ準決勝、ルンバでは静岡の選
手と決勝を競い、８位に入賞。チームや他県の
方々にも祝福の言葉をいただき、感激で涙が出
そうになるほどでした。
　その日の夕食会では大会を終えた安堵感から
か、前の晩と違ってチームはもちろん他県の
方々との話が尽きず、部屋に戻ってからもダン
ス談義で盛り上がりました。特に、社交ダンス

は西洋から入った文化なので、女性をエスコー
トする仕方は大いに勉強になり、実践したいと
思ったほどです。
　この大会では、あらためて健康であったこと、
そして、趣味を同じくする夫婦で参加できたこ
との喜びを実感しました。遠路を苦にせず山口
に行けた幸せを感じられ、また県を超えた親交
を温められた大会となりました。このまま健康
を維持し、思い出多いねんりんピックに２年後
もチャレンジしてみようと思いを馳せている今
日この頃です。
　最後に、和牛の飼育をしている我が家で、こ
のやまぐち大会への参加に協力してくれた息子
夫婦と孫たちに感謝の限りです。
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さん　65 歳　　● 参加歴：2 回目

● 北海道・東北　宮城県

ダンススポーツ

個人戦ルンバで８位入賞。２年後の秋田大会出場への意欲も新たに。
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東北「心の復興」を期して全国大会初勝利へ
　私が所属する「山元クラブ」がある山元町は、
2011 年３月 11 日の東日本大震災で町の面積の
４割近くが浸水し、死者・行方不明者 700 人超
という未曾有の被害に遭いました。町民の足と
して親しまれていた JR 常磐線も 2016 年 12 月
の開通を目指して復旧工事が進められています
が、他市町への人口流出が多く、震災前に比べ
て 4000 人以上の減少となっています。住宅や
鉄道等のインフラ整備は進められている反面、
町民の心の復興にはほど遠いものがあります。
　山元クラブは部員数 26 名で、ほとんどが町
内居住者でしたが、現在は町内と町外（ほとん
どが震災による転出者）が半々となりました。
部員は全員が練習好きで、シーズンオフも正月
以外は毎週日曜日に３時間の練習を欠かしませ
ん。シーズン中は宮城県シニアソフトボール連
盟のリーグ戦や各種大会を戦い、好成績を収め
る強豪チームになりました。練習量はどこの
チームにも負けないと思っています。また、地
域貢献の一環としてチームメイトがコーチをし
ている縁で、母校の中学生（部活）の指導を兼

ねた合同練習も行っています。
　私事ですが、2014 年３月に脊柱管狭窄症を
患い、歩けない日が３カ月ほど続き、シーズン
を棒に振りました。MRI 検査で手術しかない
という医師の診断でしたが、完治する確率は
50％と聞いて手術を断念し、整骨院に６カ月間
通院して治しました。先生との信頼関係と「治
してソフトがしたい」という強い信念が実を結
んだものと考えています。
　このような病み上がりの体調で臨み、２回目
の出場となった「ねんりんピックやまぐち大会」
では、総合開会式等のセレモニーに参加して、
地元ボランティアの方々との交流や関係者のお
もてなしに感激しました。私も２番ライトで出
場し、チームは念願の全国大会初勝利を果たし
ました。しかし、２回戦で地元代表に惜敗し、
初勝利の喜びも半減してしまいました。
　チームメイトとともに錦帯橋や松下村塾等を観
光し、楽しい思い出を胸に帰路につきました。大
会関係者および引率していただいた宮城県社会
福祉協議会の皆様には感謝の気持ちで一杯です。
　最後に、この全国大会初勝利がわが故郷であ
る山元町民の「心の復興」の一助になれたら幸
いです。
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さん　65 歳　　● 参加歴：２回目

● 北海道・東北　宮城県

ソフトボール

夕食は和気あいあいと懇親の場。（中央）

対戦後は観光も満
喫。松下村塾でチー
ムメンバーと。（後
列中央）
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夢叶った還暦の喜びを胸に、歩み続ける「弓の道」
　山口は快晴、朝夕は 10 月らしい涼しさでし
たが、日中の気温は高く、半袖を持参しなかっ
たことを後悔するほどの好天に恵まれました。
　その日差しのなか、常陸宮両殿下をお迎えし
て行われた総合開会式は、山口の伝統文化、歴
史が伝わる厳かなものでした。その晩に行われ
た下関市の開始式にも参加したところ、こちら
でも手厚くおもてなしいただき、下関市長はじ
め地元の皆様の心の温かさが感じられました。
　弓道は５人で１チームを組みますが、秋田県
チームは出場直前に１人欠場したため、４人で
の出場となりました。ハンデを背負っての参加
でしたが、予選１回戦では各々の尽力もあり的
中、上位に入りました。決勝進出は叶わなかっ
たとはいえ、一同さわやかな気分で試合を終え
ることができました。
　弓道は、年配者が若者と対等に競える武道だ
といわれています。定年を迎えた 60 歳から弓
を引き始める方も多く、今回の大会においても、

下は 60 歳から上は 92 歳までと幅広い年齢の選
手が集いました。高年齢で印象に残る射を行っ
た選手もいれば、20 射 17 中という驚異的な成
績でモニター前に人だかりをつくったチームも
あり、試合の結果だけでなく感心させられるこ
とが多々ありました。
　今年 60 歳を迎え、ねんりんピックの出場資
格を得て、還暦記念にとの思いで参加した秋田
県選手選抜会で、初参加にして本大会への出場
が叶ったのは望外の喜びでした。実際に参加し
てみると、我が身の若輩ぶりを痛感させられる
部分も多くありましたが、それ以上に、齢を重
ねた先達の方々の射を見取り稽古できたことは
貴重な経験となりました。
　人を感動させる射ができるのは素晴らしいこ
とで、これからもそれを目指して邁進していく
所存ですが、そこに至るにはまず弓を引き続け
なければなりません。日々の練習、精神力、そ
して何よりも健康であることに留意し、70 代・

80 代まで弓を引き続けていられる自
分でありたいと思います。
　最後に、山口県と秋田県長寿社会振
興財団、またこの大会にご尽力いただい
たすべての皆様に感謝申し上げます。

渡
わ た

辺
な べ

順
じゅん

子
こ

さん　60 歳　　● 参加歴：１回目

● 北海道・東北　秋田県

弓 道 　

先達の胸を借りる思いで弓を射る。（右端） 秋田県の出場メンバーと。（左端）
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「ふくの会」下関に行く—元気と笑顔の４日間
　決勝トーナメントに進出できるのは、参加
69 チーム中 16 チーム。すでに 15 チームが決定。
残り１つの枠を求めて、７つのチームがしのぎ
を削ることになりました。
　同中競射は、矢を１本持ち、５人の合計で競
います。最初に射位に立つ福島県ふくの会の結
果は３本。他のチームがそれ以上の本数を出せ
ば、すぐに控室を退出しなければなりません。
射場から「パンッ」という的に中る爽快な音が
不規則に聞こえてきます。次のチームは２本、
そして、次々と１本、２本という結果が報告さ
れます。残りは、あと１チーム。射場の様子に
聞き耳を立てます。なんという緊張感。張りつ
めた弓がまさに今、沈黙を破ろうとする瞬間で
す。しかし、的に中る音が聞こえてきません。
すると、会場の静けさを打ち破るかのように、
係員が声を発しました。「福島県ふくの会、決
勝トーナメント出場です。準備してください」
　緊張感、達成感、疲労感を全身で感じた瞬間
でした。そして、交流試合の結果は、ベスト８
に入賞し、優秀賞をいただくことができました。

チーム一丸となって自分の弓を引き、自身の的
に向き合った結果でした。
　ふくの会を結成して約半年。月１回の合同練
習に勿

な こ そ

来弓道場に集まり、修練に励みました。
持参した茶菓子を口に運びながら、弓の話に時
間を忘れることもありました。 目標は、決勝
トーナメント進出、いい弓を引くこと。
　試合が終わり、楽しみにしていた会食です。
ふくの会は、“ふく”を食べる会に変身です。
美味しいふくの食べ方は、下関市の市長から教
えていただきました。ここ下関壇ノ浦で歴史や
下関の素晴らしさ感じながら、楽しく過ごしま
した。関門海峡の潮の流れが聞こえます。
　弓道の面白さを感じ、ふくの会の素晴らしい
メンバーと出逢えたことが、この大会での大き
な収穫でした。
　突き抜ける青空の下の開会式。入場行進では
福島県の旗手を務めさせていただきました。趣向
を凝らした演出や演技に、大きな拍手が式典会
場に湧き起こります。大会運営に尽力された方、
笑顔のボランティアの方、入場行進をリードしてく

れた小中学生。「おいで
ませ」と声をかけてくれ
たお店のおばちゃん。「全
国健康福祉祭やまぐち
大会」は、“元気と笑顔”
を素敵なお土産にして持
たせてくれました。

寺
て ら

門
か ど

廣
ひ ろ

之
ゆ き

さん　61 歳　　● 参加歴：１回目

● 北海道・東北　福島県

弓 道 　「ふくの会」チーム

さあ、いよいよ始まります。（中央）
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心と技で競い合う「なぎなた」の奥深さを実感
　2015 年 10 月 19 日、晴れ渡った青空に炬火
の炎が誇らしい。第 28 回全国健康福祉祭（ね
んりんピック）の開会式は、いつにも増して華
やかな雰囲気の中に閉式となる。
　そこから、なぎなた競技の会場である下関市
まで高速道で１時間 20 分。同市で開催される
４競技の合同開始式に参加。全市挙げての歓迎
ムードに包まれ、長い１日が終わる。
　競技は演技から開始された。わがチームは山
口県 B チームと対戦し、５対０で快勝。３回
戦のさいたま市チームには２対３で惜敗の結果
となった。優勝された香川県チームの技に、練
習を重ねても重ねても追いつけぬ奥の深さを思
い知らされる。
　試合競技団体戦は午後からの開始である。合
計年齢 192 歳の三重県チームに対し、わがチー
ムは 240 歳と相当の差であるが、防具を着用し、
コートに立てば遜色はない。先鋒・中堅と善戦

し、大将戦も引き分けで代表者戦となり、惜し
くも敗退する。残るは明日の個人戦のみ。
　下関でぜひ訪れたいと思っていた赤間神宮は
夕闇の中、壇ノ浦合戦の悲劇の海峡を遠望し、
往時を偲ぶ。
　なぎなたは武蔵坊弁慶の時代から続く武道で
あり、現在は国際なぎなた連盟もあるスポーツ
として普及しているが、競技人口は多くない。
　福島県も第 50 回国民体育大会なぎなた競技
が会津若松市で開催されたのを機に普及に努
め、現在はスポーツ少年団をはじめとして全国
大会で活躍する組織にまで成長できたのは、な
ぎなたという尽きることのない技の奥深さと、
仁・義・礼・知・信の精神を基に関係者一同
が、青少年の育成に取り組んできた賜と思って
いる。
　健康が許す限り、子どもたちの指導と自己研
鑽に励み、次のねんりんピック出場を目指したい。

渡
わ た

部
な べ

多
た

賀
か

子
こ

さん　83 歳　　● 参加歴：18 回目

● 北海道・東北　福島県

な ぎ な た 　

福島チームのメンバーと。団体戦合計年齢は 240 歳！（左端） 心を静めて、いざ勝負。
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信
越

茨城県
　綱川　正さん 卓球 14

　平沢一夫／惠子さん ダンススポーツ 15

栃木県
　栗原功治さん サッカー 16

　中山文夫さん ソフトボール 17

群馬県
　熊澤　峻さん テニス 18

　谷澤勝明さん 弓道 19

　松村恵津子さん ダンススポーツ 20

東京都
　飯沼　惠さん ソフトテニス 21

　岩瀬純夫さん ダンススポーツ 22

神奈川県
　板垣好彦さん 剣道 23

　立身和雄さん ペタンク 24

山梨県
　小林勢津子さん 水泳 25

　千野恒夫さん ペタンク 26

長野県
　加藤弘之さん 健康マージャン 27

新潟市
　太田二郎さん 卓球 28
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心強い応援と団結力で第３位グループ優勝、感謝！
　第 28 回全国健康福祉祭ねんりんピック総合
開会式は、10 月 17 日（土）雲ひとつない秋晴
れのもと、47 都道府県と 20 政令指定都市の代
表選手と役員１万人が参加して盛大に行われま
した。レセプションは郷土芸能を中心に、随所
に「おもてなし」の気持ちが十分に感じられた
素晴らしい開会式でした。
　私たちが参加した卓球交流大会は 18 日・19
日に、山口リフレッシュパークで開催され、都
道府県・政令指定都市代表 72 チーム、505 人
が参加する大きな全国大会となりました。私は
茨城県代表の「いばらきばら」チームの監督兼
選手として今大会に参加しました。
　卓球交流大会の試合形式は、①女子 65 歳代
シングルス、②男子 60 歳代シングルス、③ 65
歳代男子と 60 歳代女子の混合ダブルス、④ 60
歳代女子シングルス、⑤ 70 歳代男子シングル
スの５試合で争われます。
　一次予選リーグ初戦は、地元山口県Ｃチーム
との対戦となり、すでに１試合終わって身体が
温まっていて、さらに地元の大応援が加わるな
ど厳しい状況が重なり、１対４で落としてしまい
ました。２戦目の京都府チームには３対２で勝利
しましたが、三つ巴となり初戦の１対４が影響し、
第３位グループに廻ることになりました。
　第３位グループの二次予選リーグでは、岐阜
県と長野県に４対１で勝ち、第１位で決勝トー
ナメントに進みました。１回戦は北九州市を３
対１、準決勝は徳島県を３対０、決勝は香川県
を３対１で下し、第３位グループながら「優勝」
することができました。
　各人が持ち味、実力を十二分に発揮し、優勝

できたことは本当によかったと思っています。
茨城県チームの団結力はとても素晴らしかった
と思いました。
　今後は、これからの高齢化社会に健康寿命を
延ばす生涯スポーツのひとつとして高く評価さ
れているラージボール卓球の一層の普及に努め
るとともに、茨城県ラージボール卓球愛好者悲
願の、「第１位グループで優勝」に向かってさ
らに努力をしていきます。
　今回の大会は、開会式、交流大会の運営、選
手輸送など、すべての面で山口県の「おもてな
し」の気持ちが十分に伝わった素晴らしい大会
でした。役員、ボランティアの皆様、大変お世
話になりありがとうございました。また、全面
的なご支援をいただいた茨城県、茨城わくわく
センター、茨城県卓球連盟の方々に深く感謝申
し上げます。本当にありがとうございました。

綱
つ な

川
か わ

　 正
ただし

さん　73 歳　　● 参加歴：３回目

● 関東・甲信越　茨城県

卓 球 　「いばらきばら」チーム（監督兼選手）

優勝メダルを胸にみなニッコリ！（後列左から２人目）
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いつまでも夫婦で力のかぎり、Shall We Dance?
　私たち夫婦がダンススポーツの茨城県代表選
手としてねんりんピックに参加したのは４年
前、60 歳を迎えた年でした。宮城・仙台、と
ちぎ大会に続いて今回が３回目になります。
　宮城・仙台大会では個人戦：金メダル２個、
とちぎ大会では団体戦：金メダル、個人戦：銅
メダル１個、また今大会では個人戦：銅メダル
２個という活躍（!?）で、このたび寄稿のご依
頼をいただいたようです。
　特に感動したのは、東日本大震災の翌年に行
われた宮城・仙台大会の開会式でした。全国か
ら１万人近くの選手団が参加して、まさにオリ
ンピックと同じ入場パレードと聖火点灯……。
ただひとつ違うことといえば、選手全員が 60
歳を超えているということ。被災後の大変な状
況のなか、宮城県の皆様の厚いおもてなしにた

だただ感謝いたしました。
　開会式ではとちぎ大会も素晴らしく、特に今
回のやまぐち大会は、私（平沢惠子）は茨城県
を代表して選手団紹介をさせていただきまし
た。大変緊張しましたが、一生に一度の素晴ら
しい経験をさせていただき、とても誇らしい思
いでした。
　今回は新幹線貸し切りで山口県へと向かいま
したので、他の競技の選手の方たちとも一体感
が生まれ、往路を楽しむことができました。
　我々ダンスチームはもう少しというところ
で、惜しくも決勝に進むことができませんでし
たが、次回のながさき大会での優勝に向けてさ
らに意欲が高まっています。
　何歳になるまで代表選手に君臨できるかわか
りませんが、それが私たちの挑戦です。思え
ば、２人で共通の趣味を持とうと始めたダン
スも、かれこれ 30 周年を迎えようとしていま
す。お陰様でメタボや高血圧といった病気には
無縁の、健康で動ける体を維持しています。い
つまでも、ともに手を取り合って〝Shall We 
Dance?〟を続けていこうと思っています。
　私たちは次のながさき大会でも代表選手に選
ばれていますので、茨城わくわくセンターの皆

様にはまたお世
話になります。
どうぞよろしく
お願いいたしま
す。

平
ひ ら

沢
さ わ

一
か ず

夫
お

さん　64 歳　　● 参加歴：３回目

平
ひ ら

沢
さ わ

惠
け い

子
こ

さん　64 歳　　● 参加歴：３回目

● 関東・甲信越　茨城県

ダンススポーツ　

ラテン２種目の表彰式で。
ルンバでも銅メダル獲得。

（左から３組目）ラテン種目チャチャチャで銅メダルに輝いた。
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やったぜ優勝！　勝利の女神を呼んだチームの和
　萩原からの奇抜なパスに片山がうまく応えて
シュート！ 「うん？ 入った？ おお入った！」
　この先制点で我がチームは沸き上がった。そ
れまでの緊張があっという間にゆるみ、笑顔が
皆に広がった。それからは楽しいサッカーをし
ていることが皆の表情でわかった。これで流れ
が俄然、こちらに来たことも実感した。攻勢に
転じて、それからはあれよあれよと試合がうま
く運んでいく。気がつけば決勝に進んでいた。
　思えば、ここへ漕ぎつけるまでにスポーツ以
外のつまずきがあった。
　宿泊ホテルに食事の用意がなく、近所の食堂
に出かけた。これが何と少しもおいしくない。
しかも、ご飯のお代わりがなく、おかずが少ない。
いくらなんでもと皆でがっかりした。これでは
明日からの試合に向けてぜんぜん士気が上がら
ない。仕方なく、ここは酒の力を借りることに
する。ホテルに戻って……あらかじめ宅配便で
送ってあった焼酎（720㎖ 24 本）を勢いよく開け、
みんなで乾杯！　空きっ腹にこたえたが、つま
みの豆でしのいだ。下がり気味だった気分も、

ここでなんとか盛り上げに成功したと思う。
　このチームは栃木大昭サッカークラブであ
る。60 歳から最高年齢 89 歳まで総勢 60 名で
活動している。今年の栃木県予選をらくらく突
破して全国大会へ駒を進めた。週１回県内の
サッカー場で３時間程度、基本スキルと試合形
式を主に練習している。全員が「楽しく、明る
く、元気よく」をモットーにその日の体調に合
わせながら、和やかな雰囲気でやっている。
　さて、いよいよ決勝戦。しめた！　また先制
点が取れた。これで勝利の予感がした。残り５
分！ ３分！ １分！　早く早くと祈る思いでよう
やく試合終了。やった！ やった！ ガッツポーズ。
喚声、握手、抱き合い。選手とベンチが一体
になり、喜びを味わい感動した。私自身、４回
出場してやっと優勝という目標にたどりついて
ほっとしている。これも「和を大切に全員でお
互いのためにやろう！」と、まとめてきた結果
だと思う。そして、今大会に出られなかったチー
ムメイトの思いの賜だと、心から感謝している。
　これからもチームワークを大切に、来たる

大会に向かって頑張りたいと思
う。また、今大会のために協力
してくれたねんりんピックの担
当者に感謝の意を伝えたい。

栗
く り

原
は ら

功
こ う

治
じ

さん　64 歳　　● 参加歴：４回目

● 関東・甲信越　栃木県

サッカー　「栃木大昭サッカークラブ」チーム（監督）

「Ｄブロック優勝」の賞状を手に、チームの面々と。 やった！ やった！　筆者も胴上げ。
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勝負にこだわり、最高のチームで勝ち取った栄誉
　前回、地元「とちぎ大会」に初めて参加しま
したが、雨で試合が中止になり、残念な想いを
しました。そのときからやまぐち大会を目標に
練習を重ね、県予選会を突破し、晴れて今回、
２回目の出場です。
　我がチームは創部 39 年、歴史あるチームです。
壮年、実年、シニアの３部門で構成し、部員数
約 40 名で全国大会出場を目標に、「練習は厳し
く、試合は楽しく」をモットーに活動しています。
　今年のシニアチームは投手２名が新しく加わ
り、チームワークはもとより、投攻守バランス
の取れた好チームです。「このチームで負けた
らしようがない」が私の持論です。
　今回の成績は全 68 チーム中、第３位という最
高の結果で終わることができました。ベスト４
進出は初の快挙です。６年前、同じ山口県で開
催された全日本実年大会でのベスト８を凌ぐ成
績であり、山口県は素晴らしい想い出の地とな
りました。ソフトボールの開始式の挨拶の中で、
ある方から「交流大会とはいえ勝負にこだわっ
て戦ってください」との言葉がありました。私
も選手も同じ想いで挑んだ結果かもしれません。

　これもひとえに、チーム代表者、先輩方が築
いてきた歴史の賜であり、私たちも少しは貢献
できたものと考えております。また、2015 年
９月に行われた全日本シニア大会（北九州市）
においてベスト 16 に入ったことが、選手の自
信となり、好成績につながったのではないかと
思っています。私自身も２日間勝ち上がり、準
決勝進出が決まったその夜は、気持ちが高揚し
てなかなか眠れなかったのを覚えています。次
の日、愛知県代表のチームに敗れはしましたが、
清々しい気分でした（選手たちに感謝です）。
　当初、山口県に来る前は負けたときのことを
考え、いろいろと観光を計画し、閉会式出席も
予定していましたが、どちらも叶いませんでし
た（うれしい悲鳴です）。
　今後は 2017 年の「あきた大会」に出場できる
よう、気持ちを新たに練習に励んでいきたいと
思っております。最後に、「ねんりんピックおい
でませ！ 山口 2015」スタッフの皆様、また休み
返上で我がチームをサポートしていただいた美
祢市の職員の方々に、お礼を申し上げます。あ
りがとうございました。

中
な か

山
や ま

文
ふ み

夫
お

さん　65 歳　　● 参加歴：２回目

● 関東・甲信越　栃木県

ソフトボール　「姿川シニア」チーム（監督）　

第３位の快挙を果たした最高の仲間たち。前列で賞状を手にする筆者。
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貴重な４泊５日—心温まる交流、対戦、高齢者賞
　10 月 16 日。新幹線を数時間乗り継いで、群
馬県選手団（選手 127 名、役員・係員 10 名）
は 15 時 48 分に新山口駅に降り立った。歓迎の
のぼり、拍手のお出迎えに感激。その後、バス
にて湯田温泉に移動、宿舎は憧れの詩人、中原
中也の生家から数十メートルの旅館。隣の会館
では、放映中だった NHK 大河ドラマ「花燃ゆ」
に登場する群馬県初代県令「楫取素彦」の出身
地・山口県での足跡が記念展示されていて、群
馬県人の私たちには非常に興味深かった。
　17 日の開会式。健康が案じられた常陸宮さ
まのお元気なお姿、お言葉がうれしく、新設の
スポーツ庁長官・鈴木大地氏の激励も印象に
残った。式後のアトラクションは、巨大なフグ
のオブジェを中心に、心こもる集団ダンス、山
口の歴史・文化が絵巻風に紹介され、何よりも
グラウンドいっぱいを跳ねる回る出演者の数の
多さに圧倒された。
　昼食後、周南市に移動。文化会館にて市を会

場とする種目の選手団へのレセプション。うれ
しかったのは、私の長年のペア、鈴木照雄氏と
ともに 80 歳で、種目別の高齢者賞を壇上にて
受賞したことだった。
　18 日。総合スポーツセンターコートにて試
合。対戦相手は静岡、熊本、島根。各県代表は、
70 歳を超えたばかり。10 歳近く若い方たちに、
２対４、３対４、２対４で３敗。それでも、前
日の高齢者賞を知られていたために、試合後に
は行列ができ、「先輩の歳まで元気にやります」
と握手攻め。少々誇らしく、他県の選手たちの
温かい眼がうれしかった。
　19 日。４位グループで石川県と対戦し、敗退。
この悔しさはバネにしたい。
　試合両日でありがたかったのは、もてなし広
場。ふぐ鍋、山口汁、コーヒーなどの飲料無料
サービスを遠慮なく、賞味させていただいた。
敗退後の午後の半日を有効にと、大津島に渡り、
人間魚雷「回天」の基地を厳粛な気持ちで見学、

回天記念館に涙した。
　４泊５日の貴重な体験をとも
にした仲間は、大嶋裕（沼田市）、
渡丸一男（高崎市）、鈴木照雄

（伊勢崎市）、相澤隆子（沼田市）、
稲葉尋子（高崎市）の皆さんと
私（高崎市）で、今後それぞれ
のクラブにて、技術が一流でな
くとも楽しいテニスを目指し、
無理をせず、健康寿命を延ばす
見本、模範になれればと、心を
新たにしている。

熊
く ま

澤
ざ わ

　 峻
たかし

さん　80 歳　　● 参加歴：４回目

● 関東・甲信越　群馬県

テ ニ ス

ともに戦った群馬の面々と。（左端）
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いざ挑戦、精神力・集中力・気力を矢に乗せて
　弓道の仲間たちと着々と準備を進め、いよい
よ山口大会への出場が決定した瞬間、身が引き
締まる思いでありました。多彩な歴史が織りな
す舞台、山口の地で、競技交流会や文化活動を
通して多くの方々と価値の高い交流を深めるこ
とができました。殊に地域や世代を超えた心温
まる交流、そして郷土芸能（山口歴史絵巻、平
家太鼓）や郷土料理（ふく、うに、くじら）な
ど心のこもったおもてなしは、いつまでも心に
残る素晴らしいものでした。
　弓道に出会って早くも 10 年の歳月が過ぎよ
うとしています。還暦を迎えたとき、充実した
余生を送るために生き甲斐のある趣味を始めた
いと決意し、自分の体力など種々検討を重ねた
結果、弓道に辿り着きました。「継続は力なり」
と申しますが、弓道においても日常の稽古が大
切であり、基本動作である「射法八節」を修得
することが最も肝要です。
　還暦を過ぎて始めたた
め、若い時分とは異なり運
動神経が衰え、頭で理解し
ていても身体で表現するこ
とが困難な状態でした。一
日一日、反復練習を地道に
積み重ねることが唯一の解
決策。最近では弓道が生活
の一部となり、生き甲斐と
なっていることを実感しま
す。
　さて、本番当日、会場と
なった下関武道館の空気は
ピーンと張りつめ、静寂の

中にありました。「始め」の合図に促され、射
位へ進み出ます。日頃の練習成果を十分に発揮
し、納得のいく結果を残したいとの一念で行射
の体勢に。郷土の名誉を懸けて的に当てなけれ
ばという使命感と緊張感に押し潰されそうな状
態。平常心を維持しなければと思えば思うほど、
心の動揺を抑えることができません。
　残念ながら、総合成績では期待通りの結果を
得ることはできませんでした。しかしながら、
予選会において的中したときの感動は今でも脳
裡の奥に鮮明に残っています。平常心で射ると
いう強い気持ちで本番に立ち向かい、遠く高く
両腕を打ち起こして大三へ受け渡し、左右均等
に引き分けてから矢筋の離れを産み出し、的中
へと結びつけることができました。強い気持ち
をそのまま矢に乗せて射るその精神力、集中力、
気力の充実が重要であることを痛感しました。

　最後に、今大会の実行委
員会並びに群馬県長寿社会
づくり財団生きがい健康グ
ループの多くの皆様方の温
かいおもてなしに接し、人
と人のつながりの大切さも
痛感しました。心より厚く
御礼を申し上げます。また
このような晴れの舞台に立
つ機会を与えていただいた
恩師と弓友に深く感謝いた
します。この全国大会は私
の人生の大きな財産になり
ました。

谷
た に

澤
ざ わ

勝
か つ

明
あ き

さん　72 歳　　● 参加歴：１回目

● 関東・甲信越　群馬県

弓 道　

優勝を目指し、勇猛果敢に弓矢を射る。
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大好きなダンスで手に入れた元気をいつまでも
　開催地の山口県は遠く、自宅を５日間も空け
ることに少しばかり戸惑いを感じながらも、主
人と職場の快諾を受けて参加しました。
　維新百年記念公園での開会式は素晴らしいも
のでした。常陸宮ご夫妻、厚生労働副大臣、ス
ポーツ庁長官、山口県知事をはじめ、大勢の大
会関係者の歓迎の挨拶とオリンピックさながら
の炬火入場と点火、アトラクション等々、日頃
の生活からは思いもよらぬ展開に、夢見心地の
開会式でした。
　私のように還暦を過ぎた者が、ダンス競技一
筋に仕事・家事の合間を縫って寸暇を惜しみ練
習してきた結果がねんりんピック出場につな
がったと思うと、改めて感慨深い思いです。
　ダンススポーツは、光市総合体育館で開催さ
れ、ワルツ、タンゴ、ルンバ、チャチャチャの
４種目総合得点で競います。群馬チームはお陰
様でセミファイナルまで勝ち進むことができま
した。競技中も県別の応援合戦や近県チーム
を応援したりと、たいそう盛り上が
り、楽しい１日を過ごすことができま
した。個人戦では 190 組、団体戦では
51 チームが集い、着替えのための控
室準備、途中の水分補給、昼食会場の
セットなど大会関係者の皆様のお蔭で
心地よく素晴らしい体験をさせていた
だけました。
　最初の宿はこぢんまりとした温泉宿
で、板前さんが客の顔を見てから生も
のを捌くとおっしゃり、それはそれは
新鮮なお刺身、ふぐ料理を味わうこと
ができました。仲居さん方も茶目っ気

たっぷりで明るく楽しい夕食でした。
　料理も美味しくいただけ、競技もめでたくセ
ミファイナルまで進めて、群馬勢としては「何
とか責任が果たせたかしら？」と言いながら帰
路につきました。ダンススポーツ参加者８名は
70 歳近いメンバーもおりますが、全員が健康
で、医者の世話になっていません。これは、一
重に生涯スポーツのダンスが好きで週に何度も
汗をかき、音楽を聴いて体を動かしているから
に他ならないと思っています。
　健康寿命を延ばすため、現役を引退した後も、
地域のため家族のため、自分自身のために輝く
実り豊かな人生を全うする手段として、ダンス
スポーツを続けていきたいと思います。山口県
へ向かう団体列車の中で、サッカーや薙刀など
のメンバーとお話しするチャンスがありまし
た。83 歳の女性は薙刀でねんりんピックに 13
回も参加しているそうです。私もそんなふうに
なれたら嬉しいと思っています。

松
ま つ

村
む ら

恵
え

津
つ

子
こ

さん　64 歳　　● 参加歴：２回目

● 関東・甲信越　群馬県

ダンススポーツ

群馬チームの８名。日頃の練習成果を発揮して準決勝へ。（左から２人目）
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出場準備から本戦までチームの連係プレーで完遂
　「ねんりんピック」に出場するソフトテニス
の代表選手は、前年 10 月に開催される「シニ
ア健康スポーツフェスティバル TOKYO」で決
まるので、ちょうど１年後が「本番」となりま
す。ですから、その１年間をどう過ごすかで、「ね
んりんピック」へのかかわり方や思い入れが変
わります。
　東京からはＡ・Ｂの２チーム（12 人）が出
場しますが、今回はよく連携のとれた準備がで
きました。まずは、合同練習会場と飲み会（過

去のメンバーも来ます）の手配から。揃いのユ
ニフォームを調達し、現地練習場所を確保して、
観光の検討と手配、お土産、などなど。
　準備は万端でしたが、大会初日はリーグ戦１
勝２敗とかなり落ち込む結果に。しかし、２日
目は４戦全勝と力を出し切ることができました。
準備から本番まで、チームでさまざまな分野で
支えあった経験は、今後のお互いのテニス人生
にも必ずプラスになっていくことと思います。

飯
い い

沼
ぬ ま

　 惠
さとし

さん　66 歳　　● 参加歴：３回目

● 関東・甲信越　東京都

ソフトテニス　

ともに優秀賞を獲得した東京都 A・Ｂチームのメンバーと。
（後列右から２人目）

「ねんりんピックよさこい高知 2013」にも出場。
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無理なく怠けず、輝く目標に向かってチャレンジ！
　観光名所の宝庫、魅力の山口で全国のダンス
スポーツの愛好者と再会できたことをうれしく
思います。ダンススポーツは音楽と運動を融和
し表現する芸術的スポーツで、天候にも影響さ
れず、年齢に応じたチャレンジの場も整備され
ています。
　私は東京都代表の一員として、この山口大会
に臨みました。年々体力は衰えるものと自覚はし
ていますが、そのことを逆にバネとし、少しでも
体力を落とさないよう生活にリズムをつくり、食
事も必要にして十分な量、日々この地味なことに
努力をしてきました。若いときには考慮する必要
のなかった上手な休息も、練習の鍵となります。
長時間練習するのではなく、イメージトレーニン
グも併用し、できるだけ短時間でも日を置かずに
時間をつくることにも努めました。

　しかし、この歳になると無理をしたくない気
持ちも強く、同世代の人たちの多くが運動から
遠ざかるなか、自分の年齢なら、もっと楽に生
活するのが普通ではないかと時に思いますが、
やはり“それは違う”と、いくつかの体験で確
信を持ちました。中年集団の中にいても体力的
に劣らないこと、敏捷性も高いことなどを実感
したときです。しかし、それを手に入れるのは
たやすいことではなく、“大会にチャレンジす
る”目的が、怠けたい心を戒めています。そし
て、練習環境の整備されたダンススポーツだか
らこそ、私は運動を生活のリズムとして無理な
く取り込めてこられたのだと思います。
　さて、結果ですが、おかげさまで、東京都選
手団の一致団結したチャレンジで団体戦は準優
勝、そして、私も個人戦で２種目とも準優勝さ

せていただくことができました。ダンスス
ポーツと、ねんりんピックのような輝く目
標が今後とも発展し続けていくことを願っ
ています。

岩
い わ

瀬
せ

純
す み

夫
お

さん　67 歳　　● 参加歴：３回目

● 関東・甲信越　東京都

ダンススポーツ

個人戦スタンダードの部で、ワルツ、タンゴともに準優勝。 団体戦でも準優勝に輝いた東京都チーム。（左から４人目）
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たゆまぬ稽古でつかんだ初のねんりんピック晴れ舞台
　私は、これまで剣道の個人試合として剣道祭
やシニア大会にしか出場しておらず、経験が少
なく、成績もそれほどのものではありませんで
した。まして、そんな私が剣道でねんりんピッ
クに出場できるとは思ってもいませんでした。
現在、定年を迎えて２年が経過しましたが、「私
から剣道を取ったなら何が残る」と言われるく
らい、剣道だけは今日まで続けてまいりました。
それが認められたのか選手の一員にと声をかけ
ていただき、出場させていただくことにしたの
です。
　10 月 16 日、岩尾征夫監督（写真中央）以下
６名と他の種目の選手とともに神奈川県選手団
として、神奈川のユニホームに身を包み、新横
浜駅から新幹線にて開催地である山口県に向か
いました。山口に到着すると、華やかな県ごと
のユニホームを着た老老男女が駅いっぱいにあ
ふれ、段々にその雰囲気が感じられてき
ました。このとき、 選手に選ばれてよかっ
たと改めて実感したのです。
　翌 17 日は開会式です。快晴で気分も
爽快。入場行進は剣道チームが最前列を
務めさせていただき、会場の雰囲気や神
奈川に対する応援が間近に感じられまし
た。山口県のこれまでの歴史や伝統芸能
も紹介され、開催地の歩みを垣間見るこ
とができ、大変有意義な時間を過ごすこ
とができました。
　18 日は剣道交流大会予選リーグ当日
です。この日のため、県合同稽古、また
横須賀市、相模原市、藤沢市の高齢者剣
道稽古会場にて稽古をさせていただき、

自分を高めてまいりました。全 16 ブロック中、
神奈川は 12 ブロックで愛知県、京都市、鳥取県、
福岡市が対象となります。
　剣道の先鋒は、その勢いが成績を左右すると
言われるくらい重要なポジションですが、先鋒
で出た私の成績はいまひとつだったと思いま
す。結果は第１回戦は福岡市と対戦し３対１、
第２回戦は京都市と対戦し３対１と２勝したの
ですが、愛知県が本県より勝者、本数とも上回
り、決勝トーナメントには出場できませんでし
た。本県は過去５年、２勝し負けはないものの、
他のチームに勝者数で負けるパターンが多いと
聞いていましたが、今回もまさにその通りで、
残念な結果となってしまいました。
　今後も機会があればまた選んでいただけるよ
う、健康に留意し、剣道に精進してまいりたい
と思います。

板
い た

垣
が き

好
よ し

彦
ひ こ

さん　62 歳　　● 参加歴：１回目

● 関東・甲信越　神奈川県

剣 道

神奈川チームはブロックで２勝、予選リーグを２位で終えた。（後列左）
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忘れられないドラマチックな逆転劇をありがとう
　さわやかな秋空の下、選手・監督を含めて
１万 8000 人もの人が参加した「ねんりんピック
やまぐち大会」の開会式に、神奈川県を代表し
て参加できたことは夢のような体験でした。開
会式では常陸宮さまがご臨席され、ご挨拶を終
えられた後に隣にいらっしゃる妃殿下にお顔を
向けられたのが、とても微笑ましく思えました。
　さて、肝心の試合です。予選第１試合は、悪
い癖なのか、序盤からとんとんと９点を取られて
しまいましたが、それから１点、２点と取り返し
てなんとか８対９までもっていき、最後にティー
ルで３点を取り、逆転勝ちを収めることができ
ホッとしました。息の合ったチームワークがもた
らしたドラマチックな逆転劇に、チームメイトも

「第１試合の逆転勝ちはうれしかった」と、大会
を通じて印象に残る試合となりました。
　続く第２試合、第３試合は落ち着いて試合を
進めることができ、ポワン
テもティールもうまく決ま
り、危なげなく勝つことが
できました。楽勝だと思っ
ていた予選で、緒戦に思わ
ぬ苦戦を強いられました
が、無事１位通過を果たす
ことができました。
　そして臨んだ決勝トーナ
メントでは、また悪い癖が
出ないように立ち上りに気
をつけて戦いましたが、１
点を取っても、その後に２
点、３点と失点を重ねる悪
い流れを断ち切ることがで

きず、残念ながら１回戦で敗退してしまいまし
た。敗因は、攻撃力よりも守備力の差にあった
と感じています。監督という立場から、もっと
作戦面や士気を高めることを考えればよかった
と思いました。チームメイトも「ミスが多かっ
た」と反省の弁を口にし、ティールで味方を打っ
たり、軽いプッシュが強くいって味方を飛ばし
たりと、局面打開を図ったものの裏目に出てし
まったことが悔やまれます。
　こうして幕切れとなった今大会でしたが、大
会に参加したことは一生の思い出であり、よい
冥土の土産となりました。これもひとえにペタ
ンク仲間のおかげです。試合のほかにも開会式
のアトラクションや試合中のお世話、バス移動
時や食事のときなど、地元の方々から心温まる
おもてなしをしていただき、大変楽しく過ごす

ことがきました。ぜひまた
2017 年のあきた大会にも参
加したいと思います。
　最後に余談ですが、私が
所属する厚木市ペタンク協
会も加盟する、神奈川県の
厚木市レクリエーション協
会から、今回ペタンクに加
え、ソフトテニス、健康マー
ジャンの３種目に選手が出
場しました。ともに頑張っ
た厚木市の皆さん、お疲れ
様でした。

立
た つ

身
み

和
か ず

雄
お

さん　76 歳　　● 参加歴：１回目

● 関東・甲信越　神奈川県

ペ タ ン ク 　「厚木あゆころ」チーム（監督兼選手）

監督兼選手として奮闘。
決勝トーナメントへと進出。
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念願かなったデビュー戦。次の目標に向かって GO！
　ねんりんピックデビュー。久々の県外大会で
半端ない緊張のなか、出発当日「交流大会なの
で楽しんで」という監督さんのひと言で胸をな
でおろし、出発へ……。
　小学校高学年より水泳選手生活を始めました
が、その当時は、現代のようにスイミングス
クールや温水プールなどない時代。唯一学校の
プールで午前と午後、真っ黒に日焼けしながら
泳ぐ毎日でした。高校に入ってから本格的に泳
ぎに入り、県外大会へも出場。その後、子育て
を経て、また水泳に戻ってきました。しばらく
は県内の大会で上位入賞でしたが、今年度は先
輩方から、このねんりんピックやまぐち大会へ
のお誘いがあり、練習を重ねてきました。
　大会当日１日目は、50ｍ平泳ぎと、100ｍメ
ドレーリレーに出場。高校時代の水泳部の恩師

でもある鈴木先生や、私以外のメンバー全員が
80歳代というなかで、久しぶりに楽しむリレー
出場でした。
　２日目は 25ｍ平泳ぎに出場。前日の50ｍで
はラップタイム３位で折り返したものの、結果
４位の成績でしたので、なんとか「メダルゲッ
ト」のつもりで臨みました。みんなの応援を受
けてパワーをもらい、３位入賞。「初出場でメ
ダルゲットは大変なこと」と先輩方に言われ、
ホッとした瞬間でした。
　山梨チームは全体的にも多数のメダルを取る
ことができて、とてもよい結果に終わりました。
また、これからの自分の目標が確実に見えてき
て、大勢の先輩方から大きな元気をいただくこ
ともでき、私にとって「大事な」大会となりま
した。
　会場設備の素晴らしさや、役員スタッフの皆
様のご苦労には頭が下がる思いがしました。山
口県民の方々のおもてなしに大変感謝、感激し
ております、ありがとうございました。
　次回も出場できるように、「目標に向かって
GO！」

小
こ

林
ばやし

勢
せ

津
つ

子
こ

さん　60 歳　　● 参加歴：１回目

● 関東・甲信越　山梨県

水 泳 　平泳ぎ 25m、50m（60 〜 64 歳）

銅メダルは熱い声援の賜。次回出場への意欲もアップ。 山梨県代表チームのメンバーと。（左から３人目）
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楽しかった交流の場。老齢から華齢への架け橋です！
　ねんりんピックの大舞台に、小澤・千野の両
家夫婦編成での参加はこうち大会に続き２回目
です。参加に当たり、周南市実行委員会から事
前連絡を何回かいただき、きめ細かなご示唆と
温かな心遣いに感謝し、安堵して出かけました。
お陰様で試合に集中することができました。競
技別プログラムが手元に届き、各地諸大会等で
お世話になった方々を探すと多数いることがわ
かり、再会が楽しみになりました。
　１日目予選リーグが開始。初戦で東京都Ｂに
10 点先取された瀬戸際から、苦戦しての逆転
勝ち。この体験が次につながり、気を引き締め
て臨んだ大阪市に１点、広島県に７点失点で勝
利し、決勝トーナメントヘと進みました。
　各ブロックのチームが同じテントに集い、ペタ
ンク談義や地方の様子などの情報交換をし、ま
た日頃疎遠の知人方との再会など、試合以外の
楽しい交流の場もありました。日本ペタンク連盟
の碓井会長が駆けつけ、各テントを回って激励

の言葉をかけてくださり、励みになりました。
　２日目決勝トーナメント戦。初戦は福岡県を
３点で、２戦目は日本選手権優勝２回、ねんり
ん優勝経験の名選手率いる古豪・島根県を運よ
く５点で破り３回戦へ。千葉市との対戦は気持
ちがナーバスになり、投球ミスも出て追われる
試合展開となりましたが、９点で逃げ切りに成
功。準決勝の大阪府は、今年度日本選手権の入
賞者たち、現役でベテラン揃いの強者です。対
戦経験もある知人だけに気楽に臨もうと始めま
した。寄せても打たれ６対 12 と一方的な試合
展開でしたが、「成功者は人の２倍も３倍も失
敗をしている。失敗を恐れるな！　当たるも当
たらぬも八卦、運もある。物事はやってみなけ
りゃわからない」。郷里出身ノーベル賞学者・
大村智氏の言葉を思い出し、「やってみろ、こ
の球を打て」で見事的中。10 対 12 の崖っぷち
でも諦めずに粘り、相手のミスも幸いして大逆
転で勝利し、初の決勝戦進出でした。
　２試合連続１時間半におよぶ試合に精魂使い
果たし、疲労困憊の状況でした。決勝戦では、
愛知県の寄せの良さに対応しきれず、相手の１球
でこちらが６球を使いきるメーヌ（セット）が連続
３回。決して大きなミスはしていないものの、ビュッ
ト権を取れず、上手な戦術にまったくお手上げ、
わずか２点しか取れず完敗でした。
　最善を尽くせた満足感に浸りつつ、関係の皆
様方の支えで楽しい挑戦ができました。ありが
とうございました。大敗をバネに次回に向けて
頑張ります。
　ねんりん世代は成熟時代です。Old peoples, 
be ambitious!

千
ち

野
の

恒
つ ね

夫
お

さん　75 歳　　● 参加歴：４回目

● 関東・甲信越　山梨県

ペ タ ン ク

「前回高知を上回る成績を残そう」を目標に奮闘。（左から2 人目）
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対戦、交流、そして観光。すべてを満喫した４日間
　「ねんりんピックおいでませ！山口 2015」に
健康マージャン長野県選手として参加しました。
山口市で１万人を超える総合開会式、全国規模
のこんな大会に出場したことのない私は、小旗
を振っての入場行進にかなり興奮しました。
　防府市で行われた「健康マージャン交流大
会」。飲まない、賭けない、吸わないの全国組
織「日本健康麻将協会」に属する私たちは、全
国のいろいろな打ち方をする代表の方々に戸惑
いもありました。しかし、地域事情や郷土自慢
などの情報交換で親しくなり、以前私が勤務し
たことのある新潟市の代表チームとは新潟市の
様子などで話が弾み、新潟遊園のチューリップ
の球根をいただくなどマージャン以外での楽し
い交流もあり、あっという間の４日間でした。
　いつもの電動台と違う手積台に最初は戸惑い
もありましたが、向かい合った２人で積む手順
に慣れ、スムーズなゲーム運びを楽しみました。
昼食には、地元の方々の心尽くしの防府名物「は
も」の味噌汁とお弁当をおいしくいただきました。
　会場の「防府市スポーツセンター武道館」の
大きさと雰囲気がよいのに感心。隣の「ソルト
アリーナ防府」で日本の武道、剣道競技が行わ
れているのに、武道館でなぜマージャンなのか
との疑問もありましたが、市実行委員会会長の
防府市長によると、会場が大きく真四角でマー
ジャン 67 卓を置くのに適したスペースとのこと
でした。
　防府市長は開会の挨拶で、NHK 大河ドラマ

「花燃ゆ」に登場する主人公「楫取素彦（かと
りもとひこ）」は幕末、長州藩のリーダーとし
て明治維新樹立に尽力し、明治時代は初代群馬

県令などで活躍した、素彦・美和夫妻は晩年を
防府市で過ごし、お墓も大楽寺にあるのに大河
ドラマに防府市が登場しないのは残念、と話さ
れました。
　団体戦で私たち「信州りんご」チームは、試
合中４人で声を掛け合うなど集中した団結力で
見事「優勝」。表彰式の様子は愛知県チームの
仲間に撮影してもらいました。帰ってからは長
野県議会議長へも表敬訪問し、快挙の報告をさ
せていただきました。
　萩市まで 14 時間かけた往路のバスは疲れま
したが、大会終了後は日本で最初に創建された
天神様「防府天満宮」を訪ねたり、快晴の姫路
城の天守閣に上って築城した昔の武士の面影を
思い浮かべたりと、観光も満喫できた「ねんり
んピック」でした。

加
か

藤
と う

弘
ひ ろ

之
ゆ き

さん　72 歳　　● 参加歴：１回目

● 関東・甲信越　長野県

健康マージャン　「信州りんご」チーム

長野県選手団の結団式で。息の合った信州りんごチーム。（右端）
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初出場から19年。「丈夫で長持ち」の喜びもひとしお
　私が「ねんりんピック」に初めて選手として参
加したのは、1996 年の第９回みやざき大会であり、
94 年から新潟県の卓球代表選考会が正式に開催
されたものと記憶している（2007 年に新潟市が政
令指定都市になるまで新潟県代表は新潟市も含
め１チームのみであった）。そしてこの「ねんりん」
参加を契機に、私はラージボール卓球（※）に練習
の重点を移していくようになった。
　今回、28 回目となるやまぐち大会に新潟市
代表の一員として参加できたことに、19 年前
の初参加の記憶を思い起こし、今また参加でき
る幸せを噛みしめたのであった。
　山口県での本大会は晴天にも恵まれ、地元の
熱烈歓迎の熱気に包まれた楽しい大会であった
が、残念なのは勝ち進むと観光の時間的余裕が
なくなり、どこにも行けないことであった（贅
沢な悩みとは思うが）。
　とはいえ、夜ごとその日の健闘をねぎらい、
翌日の活躍を期してのチームメイトとの乾杯は、

日ごろの素顔も見えて楽しい思い出となった。
　それにしても、１万人余りも参加する「ねんり
ん」の運営の大変さを改めて体感し、新潟県（市）
開催のときには微力ながら何らかのお役に立た
なければと、余計なことまで考えてしまった。
　試合では１次リーグ・２次リーグを全勝で突
破したが、決勝トーナメントはベスト８で敗れ、
準決勝進出はならなかった。しかし６位に入賞
し、最低の目標を達成することができたのは日
ごろの練習の成果であり、固いチームワークの
賜でもあったと誇りに感じている。
　蛇足になってしまうが、私が 80 歳以上の高
齢者表彰を受けたことは、〝丈夫で長持ち〟の
お祝いかと少し恥ずかしかったが、これもこれ
まで支えてくれたよき仲間と家族のおかげと、
ただ感謝している。
　最後に、大会期間中いろいろお世話になった
新潟市の担当者および関係者の方々にこの場を
借りてお礼を申し上げる。

太
お お

田
た

二
じ

郎
ろ う

さん　81 歳　　● 参加歴：４回目

● 関東・甲信越　新潟市

卓 球

練習中の筆者。日々の努力が実を結んで入賞へ。（自筆）

（※）野球やテニスで使用する球に硬式・軟式があるよ
うに、卓球の球にも硬式とラージボールがあり、
近年、高齢者の間でラージボール愛好者が急増し
ている。ねんりんピックではラージボールを使用。



東
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北
陸

福井県
　長谷川孝男さん 弓道 30

　奴　久美子さん 水泳 31

岐阜県
　日下部守富さん 剣道 32

　清水外治さん 水泳 33

静岡県
　大塚安孝さん 水泳 34

　吉永　悟さん 弓道 35

静岡市
　加藤梅子さん ウォークラリー 36

愛知県
　伊藤貞司さん ペタンク 37

三重県
　黒部育郎さん ペタンク 38
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驚きと感動の連続だった初めてのねんりんピック
　参加年齢を超えて３、４年が経ちますが、今
回初めて「ねんりんピック」に参加することが
できました。今回の参加は越前市弓道協会の先
輩の誘いを受け、経験がなくてもやってみよう
かという興味本位の冒険心から始まりました。
お蔭様で同協会の顧問の先生からも推薦をいた
だき、実績もないのに参加できたのは「運」も
あったようです。
　メンバーに選ばれると、ねんりんピックに向
けた厳しい（？）練習が始まりました。２週間
ごとに道場を替え、昼１時から４〜５時間で４
射５回の修練でした。しかし、決して“短く”
ない合間のお茶時間の楽しいこと。各協会メン
バー様の普段は見られない明るさを覗くことが
できました。また、各道場を回る際、今まで入っ
たことのない道場で手ごたえがあり、よい経験
になりました。県弓道連盟による壮行射会、市
による壮行会が盛大に行われたのも、初めての
私には驚きと感激の体験でした。先輩方から聞
いてはいたものの、こんなに盛大とは
思っていなかったのです。
　いよいよ出発、JR での移動で福井県
から 160 余名が参加。新大阪からの新幹
線は特別手配の「のぞみ」で各県からの
選手の多さに驚きましたが、会場の山口
県に着いたときはさらにビックリ！　あ
の広い開会式のスタジアムがいっぱいの
参加者で埋め尽くされました。また、山
口県の皆様の配慮、そして歓迎セレモ
ニー、地元色をふんだんに取り入れた歓
迎には驚きと感動の連続でした。
　その後、試合会場の下関市に移動し、

夕方の合同開始式。食事には日本一の産地であ
る“ふぐ”のてっさ、本当においしい！　平家
太鼓でお出迎え、海峡上臈絵巻などに全員がうっ
とり、市挙げての歓迎に再び感激。他の競技の
皆様との交流も楽しく、本当に有意義な一日で
した。翌日の競技会場（県立武道館弓道場）で
も下関の皆様の心遣いに心が温まった次第です。
　結果はともあれ（さらりと流し）、今回の参
加は経験ないことの連続で、交流会の名にふさ
わしく他県の皆様とお会いすることができ、楽
しく過ごせたことが一番！と思います。また、
強化期間中の練習の成果として、県内のひとつ
の大会で個人優勝することもでき、全国大会に
初めて参加できたことも私にとって最高の経験
でした。
　これからも、皆様とさらに交流を深め、人生
を楽しむ努力をしていきたいと思います。最後
に、お世話になりました皆様に深く御礼を申し
上げます。ありがとうございました。

長
は

谷
せ

川
が わ

孝
た か

男
お

さん　63 歳　　● 参加歴：１回目

● 東海・北陸　福井県

弓 道

いざ本番。強化練習の成果やいかに。（中央）
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怪我を乗り越え悲願の出場。泳げる楽しさに感無量
　１年がかりで練習に励んできたのに、４月初
めに自分の不注意から右ひざを骨折してしま
い、３カ月間泳げない自分が情けなく、ようや
く７月の終わりからリハビリを始めて練習に取
り組むことができました。でも、その間のスト
レスで体重は５キロ減（これは思わぬ副産物）。
あらためて、泳げる楽しさや健康の大事さを痛
切に感じました。そうして迎えたやまぐち大会
の開会式！
　前日からの長旅と当日の待ち時間や移動など
で、怪我をした右ひざがまた腫れて痛みだして
しまいました。それでも、青空のもと、あの感
動的な開会式に臨んで身も心も晴れ晴れとな
り、「あ〜あ参加できてよかったな〜」と感無
量でした。
　翌日からの肝心の水泳のレースは散々でした
が、素晴らしいプールで華々しく日本選手権の
ように一人ずつ名前がコールされるとともに

ビッグな画面に姿が映し出され、夢のような３
日間でした。「風林火山」の旗をいただいた山
梨県の方や日本各地のスイマーと楽しく交流で
き、成績は不本意でしたが、心は十分に満足し
て帰路につきました。
　また次回参加できることを目標に、今後も週
４回の練習と痛んだ足のリハビリに励んでいき
たいです。また、もっともっと水泳人口が増え
ることを願い、一人でも多くの泳げない子ども
たちに水泳の楽しさを伝授していきたいと思い
ます。
　そして、３年後の福井国体にも審判員として
かかわれるよう資格を取り、前回の福井国体に
次いで２回目も大会役員として関与できるよ
う、これからも健康に心がけ「楽しんで」人生
を全うしていきたいと思うこの頃です。お世話
になった皆様に心より感謝いたします。ありが
とうございました。

奴
やっこ

　 久
く

美
み

子
こ

さん　67 歳　　● 参加歴：３回目

● 東海・北陸　福井県

水 泳　背泳ぎ 50m、バタフライ25m（65 〜 69 歳）

福井県選手団のチームメイトと懇親会で。（中央）
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山口で識る、稽古と健康、家族あっての剣の道
　今回のねんりんピックやまぐち大会に出場で
きたことを光栄に思います。今回で４回目とな
りますが、過去に比べて印象に残る大会となり
ました。岐阜県の監督という立場での出場は初
めてのことで、多少の戸惑いもありました。
　総合開会式当日はボランティアの皆さんの元
気な歓迎を受け入場し、アトラクション等々を
観覧しました。終了後「監督会議」に出席、会
議の進むなか「特別表彰者名簿」に私の名前が
あり、まさに想定外のことでありました。６名
の表彰者のうち２番目の高齢者ということで嬉
しさ半分、寂しさ半分の心境でした。過去を振
り返ってみるとき、剣道を今まで続けられたこ
とは、「剣道が心身を管理してくれる」、また「剣
道に取り組みたいから心身を管理する」と考え
ます。体調のよいときは動きもよく技も冴えま
すが、悪いときは反対の状態となってしまいま
す。あとひとつは、家族の支援、協力です。今
日まで本当に感謝、感謝です。
　開始式終了後、交流試合予選リーグが始まり

ました。岐阜県は岡山市、福島県、山梨県、高
知県の５チームでのブロックでした。初戦岡山
市、先鋒は引き分けましたが、次鋒・中堅・副将・
大将、いずれも２本負けでした。初戦というこ
ともあり緊張気味で、動きが鈍いように感じま
した。眠れる獅子が未だ覚めやらぬ、というと
ころでしょうか。第２戦は高知県と対戦し、先
鋒は１本勝ち、以下４人とも２本勝ちで、まさ
に眠れる獅子が目を覚ました感がありました。
結果は１勝１敗となりましたが、本大会の剣道
競技方法に基づき残念ながら予選リーグ突破は
なりませんでした。
　大会に先立ち、県予選が５月に行われました
が、その直前、農作業で梯子を使っていたとこ
ろ降りる際に誤って左膝を捻り、負傷。正座も
蹲踞もできない状態となりました。週１、２回
の稽古をしていましたが、この負傷で１カ月ほ
ど休むこととなりました。体調を考えて予選出
場を迷いましたが、激しい動きをしなければ
大丈夫と考え、出場に踏み切りました。試合に

当たっては「参加することに意義が
ある」と自らこじつけ、無欲で対戦
したところ、これがよかったのか、
出場枠に入ることができました。
　後期高齢者の私が出場させてい
ただいたのもご指導、ご協力いただ
いた皆様のお陰と感謝申し上げま
す。今後も、老骨にむち打ち「稽古
とは一より習い十を知り、十より返
るもとのその一」の言葉を思い起こ
し、剣道を楽しみたいと思います。
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さん　78 歳　　● 参加歴：４回目

● 東海・北陸　岐阜県

剣 道　（監督）

ねんりんピック４回目の今大会は監督として出場。（右端）
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出場 12 回にして想う「ねんりん」の素晴らしさ
　平成８年、60 歳でみやざき大会に初参加して
から約 20 年が経過しました。この間、下記の２
競技で 12 大会に出場させていただきました。

〈ソフトボール〉宮崎、愛知・名古屋
〈水泳〉大阪、福島、群馬、静岡、茨城、鹿児島、
	 石川、宮城・仙台、高知、山口
　成績は、ソフトボールでは同率３位が１回、
水泳では 40 代から競技を始めた私ごときは全
日本級の選手には歯が立たず、毎回４〜６位が
定位置でした。ようやく今回のやまぐち大会で
３位に初入賞し、念願の銅メダルを胸にかけて
いただきました。
　参加のきっかけは、社会人になって入ったソ
フトボールチームがねんりんピック県予選で優
勝し、15 名のメンバーに入れたこと。日本ソ
フトボール協会等主催の全国大会には何度か出
場しましたが、「ねんりん」は初めてでした。
総合開会式のスケールの大きさにはびっくりし
ました。また、試合直前に、地元の小学生たち
が応援のため手作りの千羽鶴をベンチま
で届けてくれたときにはチーム全員が大
いに盛り上がりました。その後は登録選
手の平均年齢が徐々に高くなったため、
若返り策として、高齢部員と新入部員を
順次交代させることになりました。そん
なわけで、私は平成 12 年から水泳競技
に転向しました。
　これまでの水泳競技の場合、10 月に
開催可能な 25 ｍ屋内プールには広い観
覧席がなかったため、選手・応援者とも
ども別棟の体育館などの床面で、テレビ
観戦・休憩・食事等をするのが通例でし

た。しかし今回の山口では、選手・役員・観客
その他全員が大きな 50 ｍプールを囲む大観覧
席で、ゆったりと観戦も応援もでき、非常に楽
しい時間を過ごすことができました。
　私は 30 代から日本赤十字社水上安全法指導
員や日本水泳連盟公認指導員・競技役員等の資
格を取得し、小学校等の水泳授業を始め、80 歳
になった現在も、プール監視・救助法指導、障
害者対象の水泳指導、各競技会の役員活動を続
行中です。万年４〜６位の選手でも「スポーツ
は勝つことよりも参加することに意義あり」の
言葉を大義とし、競技でも指導でも活動を継続
することが、私の健康な体力維持・心身リラク
ゼーションの根源になっていると信じています。
　参加するたびに全国から集まる同年代スイ
マーとの再会を喜びあい、お互いの人生の広が
りを楽しめます。こんなにも素晴らしい場面を
つくってくれるのが「ねんりんピック」です。
皆さん奮ってご参加ください。

清
し

水
み ず

外
す て

治
じ

さん　80 歳　　● 参加歴：12 回目

● 東海・北陸　岐阜県

水 泳　平泳ぎ 25 ｍ、50m（80 歳以上）

水泳選手として 10 回目の出場で悲願の入賞。
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いつまでも続けたい、生涯スポーツ「水泳」の魅力
　水泳競技 80 歳以上のクラスにちょうど 80 歳
の有利な立場で参加して、念願の 50ｍ自由形
で金メダルを取ることができました。50ｍで
は群馬大会 0.08 秒、しずおか大会 0.05 秒、宮城・
仙台大会 0.1 秒の僅差でいずれも金メダルを逃
していたため、感無量でした。
　私が最初にねんりんピックに参加したのは、
2001 年の広島大会です。広島駅に到着すると、
地元小学生のブラスバンドの演奏で歓迎を受
け、また交差点やバス停、駅など市内の至る所
に道案内のボランティアの人たちがいてくれ
て、とても心強く感じました。総合開会式には
本物の象が出てきたり、聖火ランナーが広島
カープの衣笠選手だったりで「ねんりんピッ
クってすごい大会だな」と感心しました。
　今回のやまぐち大会も、試合会場に近いホテ
ルで、地元食材の料理も太りすぎないかと心配
するほど美味しかったです。また、NHK 大河
ドラマ「花燃ゆ」のロケ地となった幕末維新ゆ
かりの地を訪ねたりして、アフターねんりん
ピックを楽しみました。
　私の水泳とのかかわりは高校からです。子ど
もの頃はターザン役の映画俳優でオリンピック
金メダリスト「ジョニー・ワイズミューラー」
の泳ぎに憧れて、川でターザンになりきって遊
んでいました。高校で水泳部に入部したもの
の、中学時代から活躍していた同級生に歯が立
たず、川で流れに乗って速いと思っていた自分
が情けなくなりました。大学卒業後は水泳から
離れ、ウィンタースポーツやマリーンスポーツ
に熱を上げました。なかでもスキューバダイビ
ングは当時大変珍しく、消防や警察にもフロッ

グメンがいない時代で、水中捜索の依頼を受け
ることもありました。
　そんな折、友人から地元のスポーツセンター
に入会しないかと再三の誘いがあり、50 歳で
入会。気の合う仲間同士、国内のみならず海外
の試合にも観光を兼ねて参戦し、水泳中心の充
実した生活を送ることになりました。その後、
狭心症、左右肩腱板断裂、ペースメーカーの埋
め込みなど、闘病生活でかなりのブランクもあ
りましたが、水泳を続けたい一心で病を克服し、
再び泳ぐことができるようになりました。
　これからも今まで以上に健康に注意して、地
元の水泳協会の一員として、子どもたちの水泳
教室などのボランティア活動を続け、生涯ス
ポーツとして水泳を楽しみながら、健康長寿を
目指して生活したいと思います。
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さん　80 歳　　● 参加歴：５回目

● 東海・北陸　静岡県

水 泳 　自由形 25 ｍ、50m（80 歳以上）
混合 100 ｍメドレーリレー（自由形）

ゴール直前、栄冠への
ラストスパート。

25m 自由形は出場した５大
会すべてで１位。今回は念
願の 50m 優勝も。（中央）
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ああ快進撃。感無量、心ときめく夢舞台
　予選２回戦が終わって、昼食後の１時半を
回った頃、柔道場の畳の上で目が覚める。横に
なって半時ほど、うとうと夢を見ていた。昨日、
予選１回戦が終わり、交歓試合までの空き時間
を利用し関門医療センターを訪ねた。元上司の
方が定年退職後、ここ郷里の下関へ帰られ、明
日の手術を控え入院されている。センター内の
ロビーで 10 年ぶりに再会し、懐かしく語らう
様が夢の中にあった。
　ふと我に返り、急ぎ大道場へ戻ると、射場の
熱戦を映し出すモニター画面の周りに選手が集
まり、ときどき歓声が上がっている。同中チー
ムがひしめくなか、予選も終盤に差し掛かり、
掲示版に並ぶ速報順位が気になる。予選結果が
８番目タイとわかり、ホッとした。
　同中競射の後、射場内で決勝トーナメント抽
選会が始まった、９番目に抽選封筒を取り、開
封すると１の数字が見える。幸先よし、緊張す
る間もなく準備に入れる。
　決勝１回戦、いい形で入れた。１射目５連中
で結果７中、夢舞台の幕開けとなった。２回戦
も７中、稽古で目標にした的中６割を上回る、
びっくりポンの快進撃である。
　準決勝戦６中、同中になった。薄氷を踏む思
いの、２度の競射を凌いだ３回目、幸運にも勝
利の女神は微笑んでくれた。
　決勝戦は４矢、淡々とした行射が続くなか、
射終り本座に戻って結果を待った。暫くして勝
ち宣言、射場に優勝アナウンスが流れ、退場す
るも、今まだ夢舞台である。
　納射終了後、射場内で表彰式が始まる。拍手
のなかを誘導員の先導で行進し整列した。市長

さんから賞状、トロフィーが授与され、メンバー
に優勝メダルが掛けられている。行射のときよ
り緊張している、みんなも同様に見えるが、晴
れ晴れとして輝いて見える。
　チーム結成からここまで、本当に頑張れてよ
かった。思いが込み上げ感無量、心ときめく夢
舞台のフィナーレとなった。終日好天に恵まれ
た本州最西端の地で、生涯に一度あるかないか
の貴重な体験ができた、心に残る思い出深い大
会となった。
　今回参加された監督・選手の皆様、大会を支
えていただいたスタッフの皆様方に感謝です。

「おいでませ！」の気持ち伝わる心のこもった
おもてなしをありがとうございました。心から
の御礼と感謝を込めて。今回得られた貴重な体
験は、これから弓道を通して地域の世代間交流
活動に生かし、貢献できるよう取り組んでいき
たいと思います。
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さん　66 歳　　● 参加歴：３回目

● 東海・北陸　静岡県

弓 道

決勝トーナメント表を前に、最高の戦績を讃えあう。
賞状を手にする筆者。
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元気だからこそ味わえた「夢のような現実」
　ねんりんピックに今回初めて参加、結団式に
出席して新たな経験が始まりました。
　団体列車で新山口駅に到着すると、山口の方
が拍手でお迎えしてくださいました。総合開会
式当日は、快晴の青空で、会場は次々と到着す
るバスから降りた選手が列をつくり混み合って
いました。入場行進前に、山口の小学生から手
作りの横断幕と元気いっぱいの応援を受け、お
礼の葵の御紋タオルを掛けた笑顔に元気をもら
いました。
　式典会場で、入場行進の順番がきて先頭で歩
きだすと、ぱあっと華やかな会場が現れ、まさ
に夢舞台に足を踏み入れたようでした。全国か
ら集結した選手とともに、大きな競技場で拍手
を受けながらの行進は晴れ晴れしい気持ちにし
てくれました。選手団ごとの各地ならではのア
ピールも楽しく、整列した選手の姿はまるでお
花畑のようにとても綺麗で、元気なシニアがこん
なにも多くいるのだと力強さに感動。常陸宮さま
ご臨席のもと、開会宣言、旗掲揚、
炬火点火などの一連の進行は、オ
リンピックのようと感激しました。
県民によるアトラクションも楽し
く、華やかな開会式は素晴らしく
感動の連続です。
　ウォークラリー競技場の田布施
町も青空の下、各選手団は笑顔な
がら闘志が漲っていました。競技
が始まり、若者の和太鼓に力をも
らい順次出発。コマ図を見ながら、
途中出会う地元の方に話しかけた
り風景を楽しんだり。チェックポ

イントは、田布施町の歴史やゆかりの文化人・
政治家の遺品など興味あるもので、チームで記
憶力と観察力を出し合いながら課題を解き、自
信はないながらもゴール。昼食は高校生と歓談
を楽しみました。
　閉会式が始まり、１位から発表され３位に我
がチームが呼ばれたときは、入賞は無理と思っ
ていたので「信じられない！」とびっくり顔。
表彰式でチーム全員が壇上で銅メダルを掛けて
いただき最高の気分。シニアになってもこのよ
うな経験ができるとは感激で、元気でいれば一
生感動することに出会えるのだと思いました。
ねんりんピックは夢の中にいた現実。
　大会後は３泊し、山口市内、津和野、萩、仙
崎、角島と癒やしの旅を楽しみました。すべて
の行程を大きな感動で無事終えられたのは、大
会開催に携わったすべての皆様と山口県民の温
かなおもてなしのお蔭と心より感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

● 東海・北陸　静岡市
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さん　68 歳　　● 参加歴：１回目

ウォークラリー

さあこれから入場行進。総合開会式で高まる気分。（中央）
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まさかの快挙で噛みしめる、仲間と歩んだ15年
　昨年度、ねんりんピックのために組んだチー
ムで愛知県予選会を戦い、惜しくも第２位で代
表を逸した。その悔しさをバネにリベンジしよ
うというメンバーの一声からの再挑戦で今回は
代表を射止めたが、その戦いは容易ではなく、
決勝戦も「まさかの大逆転勝利」だった。
　そして、まさかがまた起きた「ねんりんピッ
クでの優勝」。誰もが驚く信じられない出来事
だった。幸いしたことは４つ。①試合コートが
メンバー３人にピッタリだった、②チームワー
クが 100％発揮できた、③自分たちのペースで
試合運びができた、④そして運までもが味方し
てくれた。これが勝因で、小牧市ペタンク協会
発足 15 年目の快挙となった。
　小牧市では、体育指導委員を対象とする
ニュースポーツ講習会などでペタンクの普及を
図り、小学校区単位のスポーツ振興会で一斉に
ペタンククラブが結成された。同時に協会も発
足し、会員数は現在 118 名。練習は小学校の運
動場や公園の７カ所で週２回ほど実施。市内大
会・交流会は年 10 回程度開催。県内外の大会・
交流会にも積極的に参加して楽しんでいる。
　私がペタンクを始めたのは、校区に２名いる
体育指導委員をしていた頃に、ペタンクとユニ
バーサルホッケーの講習会があり、年上だった
私が自動的にペタンクを担当することになった
のがきっかけ。以来、小牧小クラブの部長と立
ち上げた小牧市ペタンク協会の役員を続けてい
る。「ペタンクはおしゃれなスポーツで、ワイ
ンを飲みながらわいわいガヤガヤ楽しむスポー
ツ」という文句が気に入り、まもなくして東海
の地方大会で優勝できたことも自信とやる気に

拍車を掛けてくれた。
　私のペタンクは今も我流で、上手な方を真似
て練習しても思いどおりにならず、ときにはお
酒の力を借りて戦うこともしばしば。ただ、カー
ブやシュートを投げ、得意な遠めのラッフル
ティールが成功したときは、「これがペタンク
だ！」と叫びたくなるくらい楽しい。これから
も楽しく飽きないペタンクを心がけ、普及指導
員らしく基本練習を怠らず仲間と一緒に技術の
向上を図りたい。
　今大会も、主催者をはじめ多くの役員やボラ
ンティアの方に支えられた素晴らしい大会だっ
た。圧倒された壮大な開会式、勇気づけてくれ
た激励会、新幹線での山口入りと親しみある歓
迎、行き届いた会場のもてなし……ねんりん
ピックでしか味わえない貴重な素晴らしい体
験。お世話いただいた皆様方、ありがとうござ
いました。
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さん　66 歳　　● 参加歴：２回目

● 東海・北陸　愛知県

ペ タ ン ク

実力と幸運が重なり手に入れた優勝。（右端）
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世代を超えて楽しめる「ペタンク」の魅力を広めたい
　私たち松阪ペタンククラブは、三重県松阪市
の漕代公民館に平成 24 年に登録し、週４回、
本格的に練習をするようになりました。そし
て、今年初めて三重県の予選で優勝し、ねんり
んピックに出場する権利を獲得しました。
　大会関係者・選手など全国から毎年１万人が
集う祭典です。三重県から開催県の山口へ行く
までに、各県おそろいのユニフォームを着たた
くさんの人々に出会い圧巻でした。入場行進、
開会式では言うまでもなく胸躍らせ、感動。他
県の方との交流も深め、交流試合においてはさ
まざまな方の投球フォーム、戦略なども学ばせ
ていただきました。
　予選ブロックは１位で通過、翌 19 日のトー
ナメントに臨むことができましたが、リードし
ていたにもかかわらず、逆転されて敗退。やは
り経験不足もあり、大きな大会ということで力
んでしまい、普段の自分のペタンクができな
かったと反省しました。そして、まだまだ練習
が必要だと痛感しました。
　でも、対戦したチームの人たちはとてもいい
人ばかりで、楽しく試合ができたので本当に嬉
しかったです。帰路、さまざまな場所も観光で
き、大変有意義な思い出をつ
くることができました。
　私たちが出場できたのは、
松阪ペタンククラブの仲間
の層の厚さ（部員約 50 名）と、
練習場所に恵まれているこ
と、それと「笑顔で楽しくプ
レーする」をモットーに日々
の練習を積み重ねてきたか

らだと思います。この大会に参加して得られた
ことはクラブの仲間にも伝えて議論を交わし、
これからの練習に取り入れ、来年・再来年とま
た出場できるよう頑張りたいと思います。
　ペタンクは子どもから高齢者まで楽しめ、ま
た身障者の人と同等に試合ができる素晴らしい
スポーツです。三重県のペタンク人口はまだま
だ少ないので、たくさんの方にペタンクの面白
さを知っていただき、普及していきたいと考え
ています。80 歳、90 歳になっても若い人と一
緒に楽しめる。こんなスポーツは他にはないと
思います。認知症予防や健康にもいいので、長
く続けることができるよう楽しんでいきたいと
考えております。

● 東海・北陸　三重県

黒
く ろ

部
べ

育
い く

郎
お

さん　74 歳　　● 参加歴：１回目

ペ タ ン ク 　「松阪ペタンククラブ」チーム

初めてのねんりんピック。
勝利に向かって第一投。

松阪ペタンククラブのモットーは
「笑顔で楽しくプレーする」。（左）



近 

畿 滋賀県
　河村嘉彦さん 剣道 40

　高岡滋夫さん ソフトテニス 41

　坂東暁美さん ゲートボール 42

京都府
　栗田淳二さん ラグビーフットボール 43

奈良県
　加川圀介さん 水泳 44

　亀谷眞理子さん グラウンド・ゴルフ 45

和歌山県
　丸山和美さん ゴルフ 46



40

稽古と健康の先にある「生涯剣道」の歓び
　滋賀県チームはかつて準優勝や３位入賞を果
たした実績を持ちながら、その後は芳しい成績
を上げていません。
　私自身は第 20 回いばらき大会に初出場して、
今回で４回目です。特に印象深い大会は、第
22 回北海道・札幌大会です。予選リーグで２
戦２勝し、久々に決勝トーナメントに進出でき
ると喜んだのも束の間、勝本数の差で敗れ、残
念な思いをしました。今回は、監督兼選手で出
場することになりました。予選リーグ突破を目
標に掲げ、県内外の練習試合や剣道愛好団体の
月例稽古会にも参加させていただき、チーム
ワークの形成とともに、選手強化を図ることに
も努めました。これまで以上に、多くの練習試
合や稽古会で得た自信をもって臨みましたが、
目標を達成することができませんでした。
　私は、試合に出る以上は勝ちたいと願い、勝
つための稽古をすることも大事だと考えていま
す。反面、長年にわたって培ってきたキャリア
に自信と誇りをもって堂々と戦い、見る人に感
動を与えられるような試合、若い世代の方に、
いくつになっても健康で楽しく技を競い合うこ

とができる「剣道のよさ」を知っていただける
ような試合をも目指しています。
　今日まで「生涯剣道」を目標にして、50 年
余りにわたって稽古を続けてまいりました。今
でも、子や孫のような世代の方とも稽古できる
喜びを感じ、親子二代にわたって指導させてい
ただけることに感謝し、これからも健康に留意
しつつ、稽古に励んでいくつもりです。
　前泊したホテルの周辺は萩城跡を背景に、街
並みは長州藩時代の面影を残し、維新の志士た
ちが夕闇に紛れて現れそうな雰囲気が漂ってい
ました。大会最終日は好天にも恵まれ、仲間と
ともにサイクリングで２時間ほどかけて、防府
天満宮など５カ所を巡りました。
　「ほうふ花燃ゆ大河ドラマ館」周辺で土産物
を物色していたとき、2 歳くらいの女の子を連
れた女性から「どこか回られましたか？」と声
を掛けられました。「防府天満宮、周防国分寺
や毛利氏庭園、毛利博物館などを回りました」
と答えたところ、「それで十分ですよ。よかっ
たですね」と。地元の方とのたわいない会話で
したが、親しみと温かさを感じました。

● 近畿　滋賀県

河
か わ

村
む ら

嘉
よ し

彦
ひ こ

さん　69 歳　　● 参加歴：４回目

剣 道 　（監督兼選手）

ともに戦う仲間との歓談と宴もまた楽しみのひとつ。（左端） 戦い終わって市内観光。名所・防府天満宮へ。（右）
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まだやれる！　ねんりんピックは最高のパワースポット
　今から振り返ると、中学１年から始めたソフ
トテニス（旧軟式テニス）は、私の人生の支え
であり、よりどころであり、気がつけば 48 年
間やり続けています。大学を卒業し 22 歳から
会社員としての人生を歩み、怪我や病気で休む
ことなく同じところで働き続けていられるの
は、ソフトテニスを続けているからだと思って
います。
　今年１月、38 年間勤めた会社を定年退職し、
同じ職場で再雇用契約社員として新たなスタート
を切りましたが、さまざまな変化（処遇・職場環
境・仕事内容等）に気持ちの切り替えができず、
今後の生き方を見失った自分がいて、なんともや
りきれない数カ月を過ごしていました。そんなと
き、ねんりんピックやまぐち大会に滋賀県代表と
して出場する機会をいただいたのです。
　10 月 16 日（金）、百数十名の滋賀県選手団は、
京都駅から新幹線で新山口駅まで行き、後は専
用バスで移動して山口県各地で大歓迎を受けま
した。17 日（土）、山口市にある維新百年記念公

園にて９時から総合開会式に参加し、感動と興
奮が交互に訪れる素晴らしい体験ができました。
　ソフトテニス種目は、宇部市にて 18 日（日）、
19 日（月）の２日間、２人１組の３チーム団体
戦（１組目：男女混合、２組目：男子ペア、３
組目：女子ペア）で交流試合を行いました。ど
このコートも熱戦が続き、当初予定の予選３試
合が終わったのは白いボールが見えにくい黄昏
時で、何とか２勝１敗で勝ち越しました。
　これで宿泊先に帰って明日に備えようと思っ
た矢先、大会本部からナイターでもう１試合と
の連絡が入り、３位リーグの初戦を戦い惜しく
も敗退してしまいました。時刻はすでに 20 時
近く。当然バスはなく、徒歩かタクシーで帰る
ことを覚悟すると、「どこ行くんかっちや！　
バスがまっちょるよ！」の声。落胆した精神状
態から急に元気を取り戻し、人の温かさをしみ
じみと感じた次第です。
　この５日間、どこへ行っても笑顔で歓待を受
け、人々の声援や温もりに触れることができま

した。ともに戦った５名の
仲間にも感謝です。60 歳・
178cm・75kg の 身 体 と 精
神はまだまだ元気だし、人
と人の触れ合いを大切に、
まだまだやれることはいっ
ぱいあると目覚めることが
できた私でした。
　ねんりんピックは、人の
心を動かすすごいパワーを
持っています。

高
た か

岡
お か

滋
し げ

夫
お

さん　60 歳　　● 参加歴：１回目

● 近畿　滋賀県

ソフトテニス

ともに戦った滋賀県代表の仲間にも感謝。（左から２人目）
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チームの心をひとつに、大会出場で手にした自信
　ゲートボールを始めて３年が経過。難しいけ
れど奥の深い競技だと思いつつ練習し、試合に
出場していました。そんななか滋賀県大会に優
勝し、ねんりんピックやまぐち大会へのキップ
を手にすることができました。喜び、嬉しさは
もちろんありましたが、反面、不安も大きなも
のでした。当日までの５カ月あまり、出場メン
バーで練習を重ね、諸先輩方にもご指導を受け
ました。とても嬉しく感謝しました。
　いよいよ当日。10 月 16 日 15 時過ぎには山
口入りし、ボランティアの方々の歓迎を受け、
少しずつ実感が湧いてきました。そして、２日
目は開幕です。全国１万人の選手団の入場行進
が始まりました。テレビでもこんな光景を見て
いましたが、実際に参加してみるとまるで夢を
見ているような気分。興奮が収まらないまま時
間は流れました。
　開会宣言の後は、ソフトバレー山口県チーム

のご夫妻による炬火台への点火。これも見どこ
ろのひとつで、とても感動しました。メインア
トラクションでは山口の自然をイメージしたダ
ンスもステキでした。最後は出演者全員による
踊りで、全国から集まった選手におもてなしの
心をいただきました。その後、ホテルに着くま
での約３時間はまったく動けず、指示もなく疲
れが残るだけでとても残念でした。
　３日目からいよいよ競技です。全国からの優
れた選手ばかりかと思うと手も足も震えるよう
な気持ちでしたが、いざコートに入り、スティッ
クとボールを握ると、いつも通りの平常心に戻
れました。
　１試合目は仙台代表と戦いました。チーム全
員がひとつになれてまず１勝。２試合目は残念
ながら敗れたものの内容は決して悪くない。４
日目の３試合目は香川県との戦い。このチーム
には知事からのお土産もいただきました。本当
にありがとうございました。結果は３点差で負
けましたが、悔いはなく、むしろ全国大会に
出場できたという自信が、チームのみんなに
生まれたように思います。
　帰路につきながら思いました—この大きな
舞台で試合ができた喜びを一生忘れることなく、
今後の活動にも生かして地域社会の中でいきい
きと生活していきたい。最後になりましたが、

滋賀県事務局スタッフ
の皆様には大変お世話
になりました。ありが
とうございました。

● 近畿　滋賀県

坂
ば ん

東
ど う

暁
あ け

美
み

さん　64 歳　　● 参加歴：１回目

ゲートボール　「なでしこ」チーム

メンバー全員のスティック。
一番大好き！山口に向けて、いざ出発！　滋賀代表メンバー 8 人で。（右から２人目）
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　私はラグビーフットボールに出場しました。
私たちのチームは「オール京都シニアラグビー
チーム“MA-I-KO”」といい、京都府内の各チー
ムから 60 歳以上の選手が集まってできたチー
ムです。このチームが誕生したのは、ねんりん
ピックのお陰と言えます。
　ねんりんピックの基本理念を見ると、「高齢
者が元気で生きがいを見つけ、人と人とのつな
がりを大切にし、これを未来へつなげていくこ
とを支援する」となっています。やまぐち大会
では、要約すると「生涯現役、健康長寿、新た
な絆を広げる大会を目指し、高齢者が大会を支
え、盛り上げ、生涯現役の〝元気と笑顔〟を全
国に広げ、見る者すべてに感動と勇気を与える
機会とする」となってい
ました。
　このような概念のもと
に私たちは参加をしてい
ますが、一方、試合が始
まれば、どの種目の参加
者たちも勝つことに集中
します。勝つというより
も各自の最高のプレイ、
自分が満足できるプレ
イ、後悔しないプレイの

ために集中しながら楽しんでいます。
　試合が始まると、タックルをはじめ激しいプ
レイが続出します。ラグビー開始式の宣誓に「脳
震とうを恐れずに当たり合います。救急車の手
配をよろしくお願いします」と、ユーモアとも
本心とも言える言葉があり、笑いが起こりまし
た。
　幸い我がチームに大きな怪我人もなく、帰路
につけたことでホッとしています。成績は、
　１日目　対秋田県　22 対５　勝利
　２日目　対静岡県　17 対５　勝利
と、練習の成果が十分に発揮され、２勝した数
少ないチームのひとつとなれました。
　自由時間には、高杉晋作や久坂玄瑞など多く

の志士を育てた吉田松陰が
主宰した松下村塾や、金子
みすゞ記念館を訪れること
ができました。
　京都府庁や京都 SKY セ
ンターの方々には多大なお
世話になりまして、お蔭様で
記憶に残る貴重な４日間を
過ごすことができました。あ
りがとうございました。

自己最高の悔いのないプレイを目指して２戦２勝

栗
く り

田
た

淳
じゅん

二
じ

さん　69 歳　　● 参加歴：５回目

● 近畿　京都府

ラグビーフットボール 
「オール京都シニアラグビーチーム“MA-I-KO”」チーム

脳震とうも恐れず、勇猛果敢に闘いました！
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試合直前まさかの負傷。起死回生の準優勝へ
　私が水泳を始めたきっかけは、家内がジムで
水泳を習っており、楽しそうに励んでいるの見て
興味が湧き、自分も泳いでみたいとプールへ出
掛けたことです。初めは全然泳げなく、改めて
指導を受けることになり、少しずつ水に慣れ、そ
のうちマスターズの大会にも参加できるようにな
りました。始めたのが 70 歳前だったため、練習
も辛く、いつも最下位に近い成績でしたが、少
しずつ皆さんについていけるようになりました。
　81 歳のとき、ねんりんピックの予選会がある
ことを知り、思い切って申し込んだところ、82
歳で幸運にも奈良県代表選手に選ばれ「北海道・
札幌大会」に参加することができました。全国
大会は当然レベルが高く、自分の未熟さもあっ
て４位に終わりました。その後、ねんりんピッ
ク２回目の出場の機会に恵まれ、84 歳で「こう
ち大会」に参加。大会まで練習に励みましたが、
タッチの差で４位に落ち、「高齢者賞」にも３カ
月差で選ばれず、残念な気持ちで帰りました。
　そして、今回の「やまぐち大会」には 86 歳
で出場。毎回奈良県代表の責任もありますが、
今回は結果を考えず全力を出し切ればとの思い
で、開会式に臨みました。天候にも恵まれ、ボ
ランティアや小・中・高校生の方々の手厚い「お
いでませ」の歓待を受け、これまで経験したの
とは違う催しの数々に新たな感銘を受け、いよ
いよ競技を頑張らねばと気持ちを新たにするな
か、開会式が終わるや２日後の競技に備えプー
ルに直行しました。
　プールでの練習を終え、宿泊先へ向かうバス
の駐車場へ行きましたが、奈良県メンバーが見
当たらず、遠くに見えるバスへと慌てて駆け出

したところ、車止めに足をとられ激しく転倒し
てしまいました。顔面、肩、胸、膝の打撲と出
血で痛みは激しく、明日の競技はどうなるのか
と心配が募ります。念のためにと、ホテルで紹
介してくれた病院で傷の手当と頭部 CT 検査を
受けました。異常はなかったものの、傷の痛み
が残り、競技の棄権も考えましたが、この大会
への思いを捨てきれずに出場しました。
　結果は思いもよらず、幸運にも望外の２位で
念願の入賞。そのうえ「高齢者賞」も受賞する
ことができ、負傷のアクシデントにもかかわら
ず経験したことのない大きな感激を味わい、最
高の思い出ができました。
　これからも健康に気を配り、水泳を長く続け
たいと思っています。末尾ながら山口県の方々
および奈良県役員の方々に感謝と御礼を申し上
げます。

● 近畿　奈良県

加
か

川
が わ

圀
く に

介
す け

さん　86 歳　　● 参加歴：３回目

水 泳　バタフライ25m、平泳ぎ 25m（80 歳以上）

怪我を押しての出場で、バタフライ準優勝と高齢者賞に。
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　「えーっ！ 嘘でしょ」。19 日の朝、１日目２
ゲームの結果が各府県の休憩所に届けられまし
た。見ると男女別交流大会成績順位表の１番目
に、自分の名を見つけ、驚きと感動の声を発し
てしまいました。
　今まで経験したことのない難しいコースで、
２打でホールインしなければならないようなと
ころを３打４打と数多く打ち、それでも、運よ
くホールインワンが２つありましたが、まさか
自分の名が１位に載っているとは夢にも思って
いませんでした。
　２日目の第３ゲーム開始に向けて、同組の方、
奈良県の先輩選手の方々から温かく励まされス
タートしたのですが、１打差で準優勝という結
果となりました。
　日頃あまり成績を気にすることなく、同組の
方とルールとマナーを守りながら、明るく笑顔
で心の響き合える交流を心がけて楽しんできま
したが、今大会ほど１打の大切さを痛感したこ

とはありません。
　思えば、このたびの成績は自分の力と運だけ
ではなく、大会関係者の方々による細部にわた
るご支援ご協力、おもてなしのご配慮のお陰だ
と心より感謝申し上げます。
　グラウンド・ゴルフは、自分にとって〝いのち〟
と言っても過言ではありません。普段の心がけ
の一端を申しますと、 さ すが（仲間を誉める）、
 し ずかに（自分に）、す なおに（まっすぐに
打つ）、  せ かない、せかせない（自分に仲間に）、
 そ っと打つ（ホールの周りで）。
　この さ  し  す  せ  そ　の５つを守りなが
ら、さらに普及指導員として、  お ごらない、
 い ばらない、 ご まかさない、をモットーに、
一人でも多くの方にグラウンド・ゴルフの楽し
さを知っていただけるよう普及活動に努めたい
と思います。
　後になりましたが、二度とないであろう大会
出場の機会をくださった方々に、心より御礼

申し上げます。これからも真摯な態度で
「命」を大切に、グラウンド・ゴルフに
かかわっていきます。

「さしすせそ」を肝に銘じて会心のプレー

亀
か め

谷
た に

眞
ま

理
り

子
こ

さん　69 歳　　● 参加歴：１回目

● 近畿　奈良県

グラウンド・ゴルフ

明るく笑顔あふれる交流を心がける奈良県チーム。（右端） 心のこもった朝食・夕食も楽しみのひとつ。（左端）
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夢実現のすべてに感謝し、3 年後に誓う「恩返し」
　ねんりんピック出場に関して言えば、実は 4
年前（2012 年）の宮城・仙台大会のゴルフ交
流大会選手に選ばれていました。私のゴルフ人
生の目標のひとつであるねんりんピック出場が
叶ったと喜んでいたのですが、県予選終了後に
持病の腰痛が悪化し、出場を断念せざるを得な
くなりました。
　ですから、やまぐち大会に出場できると決
まったときは、念願が叶い本当にうれしかった
です。出場にあたり、やまぐち大会の和歌山県
選手団の名簿を見たところ、現役時代の職場の
先輩や仲間が、偶然にも他の種目で県代表選手
として出場することを知りました。OB たちが
いろいろなところで活躍していることがわか
り、うれしく思いました。
　やまぐち大会では選手として出場できただけ
でなく、県選手団旗手という大役も務めること
ができ、本当によい経験になりました。また、
ゴルフ交流大会は本当に楽しく、同じ組でラウ

ンドした選手とも気楽に話すことができ、自分
よりも高齢の方が元気にプレーする姿を見たり
して、よい刺激になりました。
　スポーツをしていると、向上心が途切れるこ
とがありません。目標達成の方法を探して、日々
試行錯誤を繰り返しています。その一部分でも
あるのが、現役時代から続けている基礎体力維
持のためのトレーニングです。定年後の今でも
続けています。基礎体力を維持することで、い
ざという場面で力を発揮することができます。
これはゴルフに限ったことではなく、すべての
ことに言えると思います。
　ゴルフは非常に頭を使うスポーツだと、私は
思っています。特にグリーン周りでは、芝の流
れや傾斜を読み、頭の中でこれらの状況と自分
のストロークとを計算し、実際のストロークの
強さを決めます。本当に頭を使うので、脳の老
化防止にも役立っていると思います。
　初めてのねんりんピックでは、県民挙げての

歓待を受け、まさに「おいでませ」
のおもてなしを実感することができ
ました。徳山駅で新幹線を下車し、
ホームから改札口に下りると、皆さ
んが手を振って笑顔で迎えてくれた
ことがとても印象に残っています。
　3 年後の 2019 年には、地元和歌
山県でねんりんピックが開催されま
す。そのときには、歓待してくれた
方々に恩返しをしたいと思います。
大会ボランティアとして、ぜひ協力
したいと思っています。

● 近畿　和歌山県

丸
ま る

山
や ま

和
か ず

美
み

さん　68 歳　　● 参加歴：１回目

ゴ ル フ

総合開会式の入場行進で和歌山県選手団の旗手も務めた。
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　松岡みのりさん ソフトテニス 55
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スタート台で湧く勇気、87 の歳も忘れて
　応援の声に、スタート台に上ったときの緊張
感、「ドン」の合図に飛び込み無我夢中。タッ
チの瞬間の達成感、なんともいえぬ爽やかな気
持ちでプールに一礼。歳を感じず若きに返り、
なんと素晴らしいことでしょう。
　私は県代表として水泳部門で出場させていた
だきました。以前より何度も出場させていただ
き、仙台、山形、広島と多くのお友だちができ、
このたびも「あら木村さん、また会えたね」とお
互い抱き合って、健康と再会を喜び合いました。
　今回は残念ながら 80 歳の方に優勝をゆずり、
87 歳の私は仕方ないと準優勝を受けました。
でも、この歳まで泳げるということに胸を張り
たいと思います。そのうえ、高齢者賞の立派な
金ピカの楯をいただき、私の宝がまたひとつ増
えました。
　ねんりんピックは、高齢者がスポーツ文化活
動を通じて生き生きと、目標に向かってお互い
手をつなぎ、楽しく生き甲斐のある日を送るた
めのお祭りと思います。山口の方々の心のこ

もったおもてなしに感謝し、久々の友と語り、
頑張ってきてよかった、また頑張ろうと思い、
楽しい大会を終えました。
　私は今年、ロシアでの世界マスターズ大会で
優勝し金メダルをいただきました。60 歳のと
き、これから何か自分のために生き甲斐を見つ
けたいと、子どもの頃に得意だった水泳を始め
ました。いくつものメダルをいただき、健康と
心のときめきを自分のものとして、楽しく生き
生きと日々を送っています。体験を通して感じ
た前向きに目標を持つことの大切さについて、
老人会農業婦人部などさまざまな場所でお話を
させていただき、私の老いての生き方が少しで
も皆様の力になればと思っています。
　プールでも若い人から若さをいただき、また
若い人からも「木村さんに力をもらってる」と
いう声を聞き、自分の生き方を通して少しでも
皆様のお役に立てるということが、私の生き甲
斐であり喜びであります。

● 中国・四国　島根県

木
き

村
む ら

悦
え つ

子
こ

さん　87 歳　　● 参加歴：８回目

総合開会式で、島根県代表のメンバーと。（右から2 人目） 競技は惜しくも準優勝で終えるも、高齢者賞を受賞。

水 泳
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努力と経験を糧に、チームワークで手にした成果

富
と み

田
た

泰
や す

暢
の ぶ

さん　81 歳　　● 参加歴：３回目

● 中国・四国　島根県

ウォークラリー

最高齢者出場を目指してこれからも頑張ります。

　ねんりんピックやまぐち大会に参加できたこ
とを大変うれしく思っています。私たちの競技
種目はウォークラリーで、田布施町が会場です。
今までくまもと大会やこうち大会に出場しての
失敗でいろいろ勉強して、今回に臨みました。
くまもと大会ではチェックポイント・観察ゾー
ンではトップであったにもかかわらず、タイム
ポイントがよくなかったので入賞できませんで
した。おかげでタイムの取り方や、主催者が何
を目標にしているかなどいろいろと勉強になり
ました。こうち大会ではチームワークが少し悪
かったのですが、３位に入賞できて何よりでし
た。各自の分担を持ち、最後はみんなで意見調
整することなどがわかってきました。
　前回まで一緒に参加した選手５名のうち、２
名が音楽文化祭出場のため、１名が仕事の関係
で出場できなくなりました。それで、人集めに
大変苦労しました。新しく参加される方が経験
があまりないので完歩されるかどうか気になっ
て、いつも一緒に出場している屋敷さんと会場

の地形を調べに行きました。平地にこんもりと
した丘陵が数多くある程度で、長い坂道や階段
を歩くことがないのでひと安心。
　今回はなんとしても上位入賞を目標に頑張っ
てまいりました。私たちは 70 歳以上のメンバー
でチームを結成しています。私も 80 歳を超え
ていますので、健康寿命を延ばせるよう頑張っ
て、雨の日以外は毎朝１時間約６キロのウォー
キングを続け、昼間はパソコン教室に通い、頭
の体操や指を動かす運動をやっています。
　やまぐち大会では最高齢者が 83 歳でしたが、
以前は 88 歳の方もおられました。私の今後の
目標としては、最高齢者で出場できること、今
度は優勝を目標に健康を保つことに邁進してま
いりたいと思います。また、このような大きな
大会に参加して、全国から来られた選手の方々
といろいろとお話ができ、親睦を深められるこ
とが何よりも幸せであったと、身に染みてあり
がたく思いました。

チームの総力で準優勝。悲願の上位入賞を果たした。（左から２人目）
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仲間が増え、交流が広がる「ねんりん」の楽しみ
　私はずっと県外でサラリーマンをしており、
55 歳で定年退職して故郷の徳島県に帰ってき
ました。帰郷してすぐにかごしま大会があり、
当時の規定でラグビーは 55 歳から参加できた
ので、何もわからないまま初めて参加させてい
ただきました。
　ラグビーはもともとの競技人口が少ないう
え、ハードなスポーツで高齢競技者は県内でも
少なかったため、新参者の私にもお声がかかっ
たのでしょう。この大会に参加して県内のシニ
アラガーの方々とも仲良くしていただけるよう
になり、故郷でのラグビー活動をスタートする
ことができました。
　ラグビーはマイナーな競技のためか、「ねんり
んピック」で毎年は開催されません。かごしま
大会の後、いしかわ大会があり、これにも参加
できましたが、その後は今回のやまぐち大会ま
で開催はなく、待ちに待った大会となりました。
私は「徳島友惑ラグビークラブ」という県内唯
一のオーバー 40 のクラブで活動し、部員の拡
充を図ってきました。今回はこのクラブのメン
バー 22 名での参加です。また、私が初めて事
務局も務めさせていただき、思い出深い大会と

なりました。
　60 歳以上での試合は県内に対戦相手がいな
いため、いつも県外チームと対戦しています。
ほとんどが近畿や中国・四国のチームとの試合
となりますが、ねんりんピックでは全国各地の
チームと試合することができます。今回も岐阜
県チーム、石川県チームと初めて対戦ができて
大変楽しい２日間となりました。
　お蔭様で私は２試合ともフル出場。同じホテ
ルに宿泊した各地のラガーメンとも食事や歓談
ができて、ラグビー仲間がまた増えました。60
歳を過ぎてからこのように仲間の輪が広がるの
は何よりうれしいことです。
　また、私は山口県への旅行は今回が初めてで、
自然豊かな長門市の町を散策して「青海島」で
の日本海の景観や、「俵山温泉」での心地よい
湯治も体験することができて、最高に楽しく大
会を満喫させていただきました。
　今回、健康マージャンでねんりんピックに参
加した友人が、90 歳になる私の親父を誘って
くれて、現在、父は麻雀に打ち込んでいます。
次回のながさき大会には親子そろって参加でき
ればと、夢を膨らませています。

● 中国・四国　徳島県

加
か

藤
と う

　 陽
あきら

さん　63 歳　　● 参加歴：３回目

ラグビーフットボール  「徳島友惑ラグビークラブ」チーム

徳島友惑ラグビークラブの
出場メンバー。（後列右から
５人目）
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驚きと感動の３日間。待望の３位入賞に感無量

喜
き

瀬
せ

英
ひ で

之
ゆ き

さん　73 歳　　● 参加歴：１回目

● 中国・四国　徳島県

ウォークラリー  「鳴門はまぼう」チーム

　開会式前のキッズ交流会、地元小学生要望の
阿波踊り、徳島県の十八番、男踊り・女踊りと、
華麗なステップで地元小学生はもとより参加者
全員大喝采！　常陸宮殿下・華子妃殿下ご臨席
の開会式は久しぶりに味わう緊張感の漂うもの
で、人生の後半を迎えるこの歳に感慨無量のひ
とときとなった。
　興奮の冷めやらぬなか、ウォークラリー代表
者会議に臨む。それぞれ強豪ぞろいのチームか
らいろいろな質問があり、参加者のレベルがう
かがえた。詳細なゲーム説明があり、コースは
約６km で比較的平坦とのアドバイス、時間設
定の参考となる。
　周防大島町のホテル大観荘は、穏やかな瀬戸
内海と夕日が最高の絶景ロケーション。大浴場
もゆったりとして疲れを癒やしてくれた。女性
４名の大部屋で男性１名を交え、翌日の作戦会
議！　設定時間２時間 10 分、輪投げの順番な
どを決め準備万端。
　大会当日は絶好のウォークラリー日和。１分
間隔 23 番目と好位置で、勇壮な太鼓演奏に見
送られ揚々とスタートし、女性陣の明快で的確
な指示で順調に推移。しかし、得意とする「輪
投げ」でまさかのミス、15 点止まり減点 30 点！
　気を取り直し、以後は持ち前のチームワーク
を発揮し、CP（チェックポイント）・観察ゾー
ン・キムスゲーム（観察力・記憶力を競うゲーム）
も難なくクリア。他チームが戸惑う箇所も先頭
でクリアし、順調にゴールに向かった。時間も
想定どおり。解答用紙記入に手間取り、チーム
設定時間に２分の遅れとなりながら、無事提出
して全員でゴール！　あとは発表を待つだけ。

　回答表が張り出され驚き！　設定時間〈２時
間12分〉で、なんと我がチームは満点200点ゲッ
ト。CP すべて満点、観察ゾーン１問ミスで減
点 20 点、輪投げと併せて減点 50 点、予想獲得
得点 450 点は上位入賞が期待できる……。発表
を待ちわびた。
　優勝 465 点、準優勝 450 点と発表され、第３
位「鳴門はまぼう」445 点がコールされ、喜び
が爆発した。2009 年、徳島県シルバー大学校
大学院健康スポーツ講座４期生の先輩が獲得し
た北海道・札幌大会での３位に並んだ、万歳！
その夜はホテルでささやかな祝勝会。
　翌朝７時出発、レンタカーで萩市内観光へ。

「松下村塾」「花燃ゆロケ地」観光のあと、新岩
国から岡山まで新幹線、岡山より高速バスにて
21 時無事帰宅。楽しく思い出に残る「ねんり
んピックおいでませ！山口 2015」でした。お
世話いただいたとくしま“あい”ランド推進協
議会の皆様、ありがとうございました。

田布施中学校前のエアーゲートから、さあ出発！（左端）
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温かな声援とおもてなしにパワー全開、最高の戦績
　第 28 回全国健康福祉祭やまぐち大会グラウ
ンド・ゴルフ交流大会に、香川県から６名が参
加しました。開会式前日に自家用車で山口県入
り。開会式会場の維新百年記念公園を下見する
と、広くて立派な競技場にびっくりしました。
駐車場をお借りした方とは、お孫さんが香川大
学の学生さんとのことで話が弾み、「グラウン
ド・ゴルフ頑張ってください」と言葉をかけて
いただき感激です。その夜は、ホテル近くの居
酒屋でおいしい郷土料理をいただきました。
　総合開会式当日、ふれあい広場では、山口県
の特色を生かしたさまざまな催しがあり、また、
入場行進も盛大で、初めて参加した私は、一生
に二度と味わうことはないだろうと思うほど感
激のひと言でした。式典が終わると岩国市へ移
動。錦帯橋近くで、時間の許す限り景色を楽し
んで観光気分を満喫しました。
　大会当日は、会場へ一番乗り。私たちを見つ
けると大きな声で挨拶と笑顔。最高の歓迎を受
け、気分爽快。これは我々のクラブも見習うべ
きだと思いました。
　さて、ここで今回プレーした６名を紹介して
おきます。
　穴吹清（78 歳）：信頼のおけるチームリー
ダー。吉田秋義（75 歳）：温泉好きなよき相談
相手。岡由文（73 歳）：気力と粘りはチーム
No. 1。田井章夫（73 歳）：亡き奥様の写真を抱
き、働き者。白川勇（71 歳）：世話好きで明るく、
運転上手。加藤博（69 歳）：服従心強く家族思い。
　いつも大会にそろって出場する、友情心の強
い思いやりの仲間です。
　開始式も盛大に終わり、ある来賓の方の「家

庭の奥さんを大切にするとホールインワンがで
きる」との言葉が心に残りました。そのおか
げ（？）か、私は初日のプレー２Ｒで３回、２
日目は１Ｒで１回、合計４回の１打（ホールイ
ンワン）を達成し、総合得点 52 打で、２位に
３打差をつけて見事に優勝！　うれしくて小さ
なガッツポーズが自然と出たことを覚えていま
す。これは同組のプレーヤーやスタッフ、他県
のプレーヤーの声援があったからこそできたこ
と。特に香川県担当のスタッフのおもてなしは、
私の人生に大きなパワーをいただき、一生の想
い出になりました。
　最後に、時間の都合で、お世話になった方々
にお礼の言葉を十分言えませんでしたが、心か
ら感謝しております。ありがとうございました。

● 中国・四国　香川県

加
か

藤
と う

　 博
ひろし

さん　69 歳　　● 参加歴：１回目

グラウンド・ゴルフ

４回ものホールインワンで優勝。感激の表彰式。
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素晴らしき武道「なぎなた」の魅力をもっと多くの人に

資
す け

延
の べ

妙
た え

子
こ

さん　68 歳　　● 参加歴：５回目

● 中国・四国　香川県

な ぎ な た

　なぎなた交流大会は、下関市体育館で行われ
ました。1 日目は下関市の皆さんの盛大な歓迎
セレモニーがあり、ユーモアあふれる市長さん
の挨拶やマグロの解体ショー、目を見張る「お
いらん」の舞と、驚きばかりでした。素晴らし
い開始式に参加でき、とても感激しました。
　２日目は、いよいよ演技競技の本番です。２
名１組が指定された「仕かけ応じ」の形をトー
ナメント方式で競い合います。私たち香川県（香
川・資延）チームは、日頃の練習成果が出せる
よう一本一本を確実に打突しようと心がけ臨み
ました。５回戦まで勝ち進むとは夢にも思って
いませんでしたが、終わってみれば「優勝」と
いう結果を残すことができました。お互いに気
を抜くことなく、真剣勝負の戦いを継続できた
ことが大きな勝因だと思いました。
　我が町、三豊市の市長さんにも喜んでいただ
き、広報誌「みとよ」にも掲載していただきま
した。マイナースポーツの「なぎなた」競技で

すが、市民の皆さんに少しでも PR ができたと
思っています。
　私が薙刀を始めたのは、現在の「なぎなた」
の前身である古流（直心影流薙刀術）の先生に
誘われたのがきっかけでした。仕事や子育てと
いろいろありましたが、今日まで続けてきまし
た。「なぎなた」の稽古もするようになり、技
の向上を目指して日々励んでいます。ときには
高校生の練習にも参加させてもらい、快い汗を
流しています。
　退職してからは、地域の幼児や小中学生を対
象とした「高瀬なぎなたスポーツ少年団」の指
導も行っています。子どもたちには技術だけで
なく、礼儀作法や相手を思いやる心など、武道
の精神を身につけてほしいと願っています。
　また、「なぎなた」は、長物なので半身の姿
勢が必要になります。加えて、左右対称の動き
も多く、常によい姿勢を意識しバランスの取れ
た身体も養われます。私も肩こりや腰痛に悩ま
されていましたが、いつの間にか気にならな
くなり、健康によいと実感しています。私た
ちの仲間には、80 歳を超えても元気に稽古を
している方もいます。
　この素晴らしい「なぎなた」の魅力をもっ

ともっと、地域の皆様
に知っていただけるよ
うな活動ができればと
考えています。

「高瀬なぎなたスポーツ少年団」で子ども
たちを指導。

ともに真剣勝負で好成績を勝ち取った香川チーム。
（中央）
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年長者の力強い走りに思い知る、「人生はまだこれから！」
　秋晴れのもと、10 月 17 日から 18 日にかけ
て萩市を会場としたマラソンの部に参加させて
いただきました。一昨年は高知県での開催でし
たが、まだ参加資格がなかったため、マラソン
会場でボランティアとしてお手伝いをさせてい
ただきました。その際、全国から参加された
60 歳以上の選手の年齢を感じさせない走りに
驚き、２年後には何としても自分も参加したい
との思いを強くしました。今年還暦を迎え、ね
んりんピックに参加できる年齢に達し、選手と
して元気に参加できることを心から嬉しく思い
ました。
　マラソンの楽しさに触れてから 36 年になり
ますが、50 歳で一度体調を崩し、思うように
走れなくなりました。カテーテル治療を受け、
再び走れる体調を取り戻し、今回参加できるこ
とがより一層の喜びとなりました。
　大会前日の総合開会式でアトラクションに続
いて各県選手団が入場すると、高知県選手団も

鳴子で元気にアピール。炬火に点火されると約
１万人の選手、役員の心がひとつになり、華や
かにセレモニーが進行するなか、大会の幕が開
かれました。
　今年は NHK 大河ドラマ「花燃ゆ」の舞台で
もある萩市の旧萩藩校明倫館に隣接する明倫小
学校が、マラソンの開催会場です。部門ごとに
スタートすると、観光客の応援で花を添えてい
ただきながら、旧家の白壁が各所に見られる城
下町を走り抜け、同小学校内に戻ってくると花
で飾られたゴールゲートに迎えられます。晴天
にも恵まれての素晴らしい大会でした。
　若さという点でいえば、私は参加選手の中で
一番有利。当初はそんな甘い考えで密かに入賞
をねらい、５km の部門に臨みましたが、結果
は入賞まであと一歩届かず。レベルの高さを思
い知るとともに、上位入賞者に名を連ねた 60
代半ばの方々の力強い走りに驚かされました。
　還暦を迎えて周りから、「そろそろ無理をせず

ゆっくり走ることをせんといか
んぞ！」と注意されることも多
くなりましたが、今回の大会で
は年齢を感じさせない元気な
走りに勇気をもらいました。ま
だまだこれからも挑戦すること
を諦めず、年齢を重ねても気
持ちでは歳をとらない高齢者
を目指し、目標を持つことで十
分に叶えられる人生があるこ
とを教わった大会でした。
　「人生は 60 歳から！」　まだ
まだこれからです。

● 中国・四国　高知県

細
ほ そ

川
か わ

博
ひ ろ

義
の り

さん　60 歳　　● 参加歴：１回目

マ ラ ソ ン   ５km（70 歳未満）

密かに入賞を目指し、最前列から力強くスタート！（中央／517番）
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テニスへの想い新たに、実り多きねんりんピック

松
ま つ

岡
お か

み の り さん　67 歳　　● 参加歴：３回目

● 中国・四国　高知県

ソフトテニス  （監督兼選手）

　今回で３回目の出場となるねんりんピック。
山口県のソフトテニス仲間に会いたくて県大会
では大奮闘。念願叶い、二度目となる山口の地
を踏むことができました。
　前回出場のこうち大会では、地元開催でもあ
り強度の緊張感に打ち震えることもありました
が、今回は、監督の責務を兼担しながらも、快
い緊張感と解放感の狭間で試合に臨むことがで
きました。
　我が高知県チームの年齢構成は、参加 69 チー
ム中２番目に高く、ソフトテニスの開始式で
は、男女各１名が高齢者賞の特別表彰を受けま
した。
　大会初日の予選リーグ初対戦では、男子ダブ
ルスが勝利して幸先よいスタートを切り、最後
の女子ダブルスに勝負がかかるファイナルゲー
ムの大接戦。２日目の決勝トーナメント第３位グ

ループでは、優勝した東京都Ｂチームと２回戦
で対戦。男女各ダブルスは、随所での好プレー
も続出し、手に汗を握る場面も多々あったものの
惜敗。大きな感動は誰にでも訪れますが、勝利
の女神がどちらに微笑むかは最後の最後まで誰
にもわからないことを痛感。全員が力のすべて
を出し切り、充実した大会を終えることができま
した。
　大会期間中は、宿舎と会場の往復で観光をす
る余裕もありませんでしたが、テニス仲間と 15
年ぶりの再会を果たし記念撮影や思い出話に花
が咲く一幕や、他県選手団との積極的な交流も
見られ、大変有意義な実りのある「ねんりんピッ
クおいでませ！山口 2015」となりました。
　長くテニスを続けていると、人と人との輪も
広がり、思いがけないところでの遭遇は特別な
ものがあります。今後も健康でテニス三昧の

日々を過ごし、機会があれば貪
欲にいろいろな大会に挑戦し続
けたい！と、また、ソフトテニ
ス普及のために取り組んでいる
初心者教室・ジュニアの指導に
も、技術面だけでなく、これま
での体験・体感を加味できるよ
う自分磨きに精進したく思って
おります。そして、生涯スポー
ツとしていつまでも続けられる
ことを願っています。
　最後に、この大会にご尽力さ
れ、成功に導かれた多くの関係者
の皆様に深く感謝申し上げます。

高齢者賞２名を含む第 3 位グループの高知県チーム。（右から２人目）
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がんばった、チーム井上！　固い絆で大奮闘
　10 月 16 日の昼過ぎ、熊本駅はお揃いの白い
ユニフォームを着て、大きな荷物を持った老若？
男女であふれていた。「皆、来てる！」 当たり前
のことなのになぜか感動する。
　バス５台に分乗し、いざ山口へ出発。まるで
旅に行くようなこのウキウキ感は何だろう。関
門海峡を渡り、夕方５時過ぎに外観も壮麗な宿
舎の大谷山荘に到着した。すぐにお風呂に直行
し、それから県全体の壮行会兼食事会へ。
　余興は男性ばかりのカラオケだったので、こ
こは女性も参加せねばと勝手に思い、１曲熱唱
する。その夜は、早々に床につく。
　翌 17 日開会式に臨む。天気に恵まれ陽射し
が強い。熊本県は前から５番目に入場し、赤い
バンダナを高く振る。その後、47 都道府県・20
政令指定都市の行進が続く。待ち時間長いなー。
　この後、お弁当を食べながらアトラクション
を見学する。おてもやんそっくりの歌や踊りが
あり「うふふ」と思ってしまう。ちょるる広場
を後にし、それぞれの競技のある市町村へと向
かう。「皆、がんばって！」 心の中で応援のエー
ルを送った。
　18 日、いよいよ試合当日になった。私の
あがり症を知っている夫の励ましメールが
届く。「トイレでジュリーって叫べばいい
よ！」。苦笑しつつも実践し、すっかり緊張
も解ける。私のペアの立山さんも気合十分。
練習どおりにやろう。
　予選リーグは地元山口 A を撃破し、翌日
の決勝リーグは強敵・東京と北海道を倒し、
ベスト８に入った。すごいチームだと私は
思う。福岡とのベスト４決定戦では、ほぼ

勝利を手中にしていたが、寸前ですり抜けてし
まった。
　思い返せば、井上監督のもと、荒尾市の体育
館に「全員集合」した今年の夏。７、８、９月
と猛暑の中、着替えのユニフォームを何枚もカ
バンに詰め込み、午前中練習し、おにぎりを食
べて、また午後から練習した。立山さんの「予
選に出てよ」の軽いお誘いに、軽い気持ちで参
加した私には、心身ともにきつかった。でも今、
私たち８人は「チーム井上」としてここに参加
できたことを誇らしく思う。
　敢闘賞のメダルをいただき、閉会式へ。ほん
の 30 分の時間を見つけ、瑠璃光寺の五重塔を
見学する。今回の観光はこれだけだった。閉会
式で吉田松陰の劇などを見た後、関門海峡を後
にしバスで帰路につく。長くて短い４泊５日だっ
た。最後に、中園団長と熊本さわやか長寿財団
の大下さんの笑顔がとても素敵だったことをつ
け加えたい。
　また会う日まで、次回出場する機会を楽しみ
に、これからも練習を続けていきたい。

● 九州　熊本県

坂
さ か

田
た

良
りょう

子
こ

さん　61 歳　　● 参加歴：１回目

卓 球

決勝トーナメント進出。ベスト８を勝ち取ってガッツポーズ。
（後列左から２人目）
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思いもしなかった快進撃。長く生きて知る人生の奇跡

藤
ふ じ

田
た

豊
と よ

紀
き

さん　75 歳　　● 参加歴：２回目

● 九州　大分県

ゲートボール  「かぼす」チーム

　私は現役時代、化学プラントの操業部門を担
当していた。家事はほとんど妻に押しつけ、当
時多くの男性がそうであったように昼夜の別な
く仕事（含む呑みニケーション）に没頭。定年
退職を機に、妻が趣味で続けていた「ゲートボー
ル」に入会した。
　当初は練習の成果が一向に上がらず、対外試
合ではタイムリーミスを連発。チームメイトに
迷惑をかけることが続いた。ふがいなさで自信
喪失に陥ったとき、温かく励まし勇気をくれた
のが、ゲートボール仲間だった。彼らの多くは
過去につきあいのなかった業種の出身で、多様
な価値観を持った人たちが「ゲートボールを楽
しむ」というひとつの目的のために集まった。
この新しい仲間との交流（新鮮な人間関係）に
魅せられ、ゲームの勝敗は二の次であらゆる大
会に足を運んだ。
　そんなある日、「ねんりんピックおいでませ！
山口 2015」の県予選会に「遊んでこよう」と気
軽に参加したところ、大本命と目されていたチー
ムを次々と破り、県代表の
座を射止めてしまった。
　大分県特産の「かぼす」
は料理の世界では決して主
役にはなれないが、独特の
風味で存在感を発揮し、名
脇役を演じている。これに
あやかり、大会に一味つ
けたいと祈念し、県産品の
PR も兼ねてチーム名は「か
ぼす」と命名した。
　試合は予選３戦を含め、

合計８試合が行われた。結果は８連勝、参加
152 チームの頂点に立った。しかし、その道は
苦難の連続であった。特にトーナメント後半に
なると炎天下で、しかも短い休憩時間での連戦。
競技技術よりむしろ体力、気力の勝負になって
きた。それを打開したのが、日頃から培ってき
た主将を核にしたチーム員相互の信頼感。最終
の大ピンチは勝利の女神のご加護で切り抜けた。
　試合終了後、チームメイトとハイタッチをし
ても表彰式に参列しても、優勝の実感が湧かず
にいたが、地元に帰って諸先輩・同僚たちから

「あなたたちは凄いことをやったんだよ！」と
言われ、また県の主催者のご厚意で設定された
広瀬大分県知事への報告会で知事から慰労とお
祝いの言葉を受けたとき、初めて胸に込み上げ
るものが……。
　まずは私をメンバーに加えてくれたチームメ
イトに、次にねんりんピックの企画・推進・実
行の各関係者に、素晴らしい想い出の場を提供
していただき「ありがとう」。

「優勝」の栄冠輝くスコアボードの前で。（左端）
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仲よく、楽しく泳ぎたい。力の限りいつまでも
　「おいでませ！ 元気な笑顔 ゆめ舞台」をテー
マにした「ねんりんピックおいでませ！山口
2015」の総合開会式に、宮崎県選手団は 160 名
で参加しました。地元の山口市立良城小学校児
童から贈呈された応援の横断幕を我々７名の水
泳選手が掲げ、堂々行進しました。
　水泳交流大会は、10 月 18 日、19 日に山口き
らら博記念公園水泳プールで開催されました。
開会式や水泳会場では、地元ボランティアの
方々や他県選手と楽しく交流することができま
した。山口県民の皆様の心温まるおもてなしに
心から感謝申し上げます。
　私は、高校卒業後スイミングクラブを設立し、
約 30 年間、水泳の指導をしてきました。また
地域スポーツ発展のため、県や市の水泳連盟の
役員も務めてきました。競技歴としては、第 17
回岡山国体をはじめ国体に７回出場し、岐阜国

体では成年男子 200m メドレーリレーで６位に
入賞しました。
　若いときから泳いでいますが、73 歳を迎えた
今日、体力的な衰えを感じており、なかなか記
録が伸びません。やまぐち大会では他県の選手
といろいろ交流を図りましたが、私より年上の
方の泳ぎを見ますと、元気がよく、素晴らしい
泳ぎをされており、圧倒されました。
　さて、宮崎県選手団の成績ですが、例年にな
い好成績を上げることができたと思います。私は
代表でもありましたので、何とか責任を果たせた
かなと思います。主な成績は次のとおりです。
　男子は、75 〜 79 歳の背泳ぎ 50m・25 ｍで優
勝（清水征信さん）、60 〜 64 歳の平泳ぎ 25m
で２位、同 50m で４位（桑原修己さん）、60 〜
64 歳の自由形 25m で５位、バタフライ 25m で
６位（乘峯健一郎さん）、70 〜 74 歳の自由形

50m・25mで６位（筆者）。
女子は、65 〜 69 歳の自
由形 50 ｍ・25m で優勝

（赤星さみ子さん）、同
50ｍで 17 位（矢野信子
さん）、60 〜 64 歳の背
泳ぎ 25m ７位（内木場
千秋さん）。
　ねんりんピックへの参
加は初めてでしたが、貴
重な体験を得ることがで
きました。今後も、みん
なと仲よく、楽しく、体
力の続く限り泳ぎたいと
思います。

● 九州　宮崎県

小
お

川
が わ

利
と し

廣
ひ ろ

さん　73 歳　　● 参加歴：１回目

水 泳   自由形 25m、50m（70 〜74 歳）

好成績で大会を終えた宮崎チーム。（中央）
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念願の初出場、心のアルバムに残る鮮やかな想い出

前
ま え

田
だ

哲
て つ

司
じ

さん　60 歳　　● 参加歴：１回目

● 九州　宮崎県

剣 道

　この大会に出ることは 20 年ほど前から目標
にしていたことでした。1996 年に宮崎県で「ね
んりんピック」が開催された折に審判員を仰せ
つかり、全国の高齢剣士の方々の熟練された試
合を拝見したのがそのきっかけでした。
　ねんりんピックに出場するには、まず第一に、
出場資格の 60 歳まで生きていなければなりま
せん。次に、剣道ができる健康な身体も維持し
ておく必要があります。ぎっくり腰や腱鞘炎、
肉離れなどで稽古を休まざるを得なかった時期
もありましたが、この２つの条件をクリアして、
これまで剣道を続けてこられたことを大変幸せ
に思っています。そして、今年度初めて県予選
に挑んで代表権を得て、20 年来の念願を叶え
ることができました。
　この大会は５人の団体戦で、必ず 70 歳以上
と 65 歳以上をそれぞれ１名以上含めることと
なっています。オーダー編成は年齢の若い順。
宮崎県チームは、65 歳未満が２名、65
歳以上が２名、70 歳以上が１名という
構成で、最年少の私は先鋒でした。試
合は、大会初日に４チームによるリン
クリーグ戦（２戦方式）を行い、２日
目に各ブロックの１位 16 チームによる
決勝トーナメント戦を行います。
　熊本県チームのメンバーに大学の先
輩と後輩がいました。後輩は私と同じ
先鋒で出場。本県チームと熊本県チー
ムとは、双方勝ち上がれば準決勝で顔
を合わせることになっていました。20
歳の頃に同じ釜の飯を食った後輩と、
この舞台で 60 歳の対決ができたらこ

の上ない幸せだと思っていたのですが、残念な
がら両チームとも勝ち上がることができず、そ
の夢は次の機会に持ち越しとなりました。
　来年度のねんりんピックは長崎県で、再来年
度は秋田県で開催されます。２年連続では出場
できませんので、次の目標はあきた大会です。
将来に向けての大きな目標は、大将としてこの
大会に出場すること（大将は 70 歳以上）。さら
にその先に、「最高齢者賞」（今大会剣道部門の
最高齢者は 83 歳）の受賞を見据えて、これま
で同様「下手の一心」で末永く剣道を続けてい
きたいと思っています。
　４泊５日の交流大会の旅は、チームメイトと
親睦を深め、また懐かしい剣友と旧交を温める
こともでき、私の想い出のアルバムの中に鮮や
かなページを織り込んでくれました。本大会実
行委員の方々のご尽力、山口県の皆様方のおも
てなしのお蔭と心から感謝申し上げます。

戦い終えて、互いに礼。惜しくも敗れ、再出場を誓う。（右端）
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たかがテニス、されどテニス
　テニス交流大会は、爽やかな秋晴れの 10 月
18 日、19 日の２日間、周南市のキリンビバレッ
ジ周南庭球場 18 コートを会場に開催された。
　今回の参加は 47 都道府県と政令指定都市か
ら合計 72 チーム。４チームずつを 18 グループ
に分け、各グループ総当たりの予選リーグを行
い順位を決める。次に順位ごとにトーナメント。
どのチームも１位グループ決勝トーナメントを
目指す。宮崎県は、予選Ｒグループ。３ポイン
トの団体戦。
　予選リーグ１試合目、地元山口県Ｂチームと
対戦。開催地の山口県は５チームが出場とか。
結果は私が出場した 60 代が零敗を喫すも、70
代男子、60 代女子が快勝。70 代はＯ先生、病
み上がりとは思えないほど元気。Ｓ氏は若いと
きより足が軽い。60 代女子はソバージュが素敵
なＦ女史。延岡から参戦のＯ女史。ホテルのフ
ロントでの“カギ”のやり取りは思い出しても

おかしい。結果は２対１で勝利。
　２試合目は山梨県と対戦。山梨県は、県を南
北に分け、毎年交互にチームを派遣されるとか。
この試合も私が不調。私のペアのＩ氏のサウス
ポーが冴え４対３で辛勝。Ｉ氏は元職場でもお
世話になった。山梨県との結果は３対０。３試
合目は京都市。監督さんは素敵な女性。後日い
ただいたお便りには「京都市テニス協会」とあっ
た。結果は３対０。試合後、両チームで記念撮影。
　２日目。念願の１位決勝トーナメント。対横
浜市。宮崎県は善戦、接戦するも０対３で負け。
長老Ｓ氏いわく「テニスに“たら、れば”はない。
負けるときはこういうものだよ」。一同納得。日
常生活から離れての、楽しかったテニスの日々
も終わった。
　さて、私は、初めてラケットを握ってからお
よそ50年になる。なぜテニスを続けているのか。
テニスの楽しみとは何か。テニス友だちとよく

議論する。ネットをはさんで対戦、相
手を打ち負かす優越感か。トーナメン
トで勝ち上ったときの達成感か。五体
の高揚感か。ダブルスでペアと戦略を
練り、作戦が功を奏したときの快感か。
ダブルスの敗因が私にあるにもかかわ
らず、「勝負は時の運」と笑い飛ばす
ペアの大らかさにふれたときか。シン
グルスで対戦相手と体力を凌ぎあう闘
争本能のスリルか。ボールの打球感そ
のものか。不得手なショットが改良で
きたときの悦びか。——たかがテニス、
されどテニス。
　６人の愉快な仲間に感謝！

● 九州　宮崎県

溝
み ぞ

邉
べ

敬
た か

美
み

さん　65 歳　　● 参加歴：２回目

テ ニ ス

予選リーグ 1 位で決勝トーナメントへ。テニス歴 50 年の腕が鳴る。（手前）
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	表4

